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午前９時58分開議 

 

○主査（松坂吉則君） おはようございます。 

 ただいまから決算審査特別委員会都市建設分科会を開きます。 

 なお、白鳥委員より欠席する旨の連絡が参っておりますので、御了承願います。 

 それでは、本日の審査日程につきましては、まず、建設局及び水道局の所管の審査を行った

後、指摘要望事項の協議を行いたいと思います。 

 また、傍聴の皆様に申し上げます。科会傍聴に当たっては、傍聴証に記載の注意事項を遵守

いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

建設局所管審査 

○主査（松坂吉則君） それでは、建設局所管の令和４年度の決算議案の審査を行います。 

 委員の方は、サイドブックスのしおり１番、主要施策の成果説明書をお開きください。 

 それでは、建設局長、お願いします。 

○建設局長 おはようございます。建設局の水間でございます。どうぞよろしくお願いします。

説明につきましては、座って説明させていただきます。よろしくお願いします。 

 それでは、建設局の一般会計、農業集落排水事業特別会計及び公共用地取得事業特別会計の

歳入歳出決算額の状況について御説明いたします。 

 なお、下水道事業会計の決算の状況につきましては、既に９月19日の総括説明にて説明して

おりますので、省略させていただきます。 

 初めに、一般会計の歳入について、お手元の主要施策の成果説明書220ページから223ページ

で御説明いたします。なお、各表の金額は円単位となっておりますが、1,000円未満を切り捨

てて御説明いたします。 

 222ページ及び223ページをお願いいたします。 

 歳入の総額は、歳入の表の一番下にございます計の欄、予算現額262億9,703万2,000円に対

し、調定額163億826万1,000円、収入済額163億171万2,000円となっております。 

 なお、予算現額に対する収入済額が約100億円の減となっておりますが、こちらは主に翌年

度への事業繰越しと、国の内示減及び事業量減などに伴う国庫支出金及び市債の減でございま

す。 

 次に、歳入の主な内容を御説明いたします。 

 恐れ入りますが、220ページ、221ページにお戻りください。 

 款18・使用料及び手数料ですが、収入済額14億2,833万5,000円となっております。主なもの

といたしましては、備考欄に記載の道路橋りょう使用料８億7,008万4,000円で、こちらはガス

管などの地下埋設管や電柱などの道路占用料でございます。 

 次に、款19・国庫支出金ですが、収入済額42億7,164万7,000円となっております。主なもの

といたしましては、備考欄に記載の道路事業費収入12億7,106万6,000円などでございます。 

 222ページ、223ページをお願いします。 

 款26・市債ですが、収入済額96億9,200万円となっております。主なものといたしましては、

道路新設改良債40億6,500万円でございます。 
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 続きまして、224ページ、225ページをお願いいたします。 

 一般会計の歳出について御説明いたします。 

 歳出の総額は、歳出の表の一番下にございます計の欄、左から２列目、予算現額410億9,778

万1,000円に対し、左から３列目、支出済額306億2,218万3,000円、執行率は74.5％でございま

す。なお、左から４列目、翌年度繰越額は61億2,838万円となっております。 

 次に、歳出の主な内容について御説明いたします。222ページ、223ページにお戻りください。 

 最初に、款６・農林水産業費ですが、予算現額４億6,238万7,000円に対し、支出済額４億

3,779万8,000円となっております。こちらは農業集落排水事業に対する繰出金でございます。 

 次に、款８・土木費ですが、予算現額406億2,115万6,000円に対し、支出済額301億7,028万

1,000円、翌年度繰越額は61億2,838万円となっております。 

 土木費の主な内訳といたしまして、項２・道路橋りょう費、目２・道路維持費の支出済額34

億8,960万5,000円は、道路の補修や清掃及び自転車駐車場の管理業務などを行ったものでござ

います。目３・道路新設改良費の支出済額48億2,052万9,000円は、道路の舗装や側溝の新設改

良などを行ったものでございます。 

 次に、項５・都市計画費、目１・都市計画総務費の支出済額118億6,782万6,000円は、下水

道事業会計への負担金の支出などを行ったものでございます。 

 なお、土木費における不用額は43億2,249万4,000円となっております。その主なものは、項

２・道路橋りょう費の25億2,289万1,000円で、こちらは道路新設改良事業における用地取得交

渉の難航などによるものでございます。 

 次に、款11・災害復旧費ですが、予算現額1,400万円に対し、支出済額1,386万5,000円とな

っております。こちらは令和元年度の大雨により被災した調整池の復旧工事に対する負担金で

ございます。 

 224ページ、225ページをお願いいたします。 

 最後に、款13・諸支出金ですが、予算現額23万8,000円に対し、支出済額23万7,000円となっ

ております。こちらは公共用地取得事業特別会計に対する繰出金でございます。 

 続きまして、農業集落排水事業特別会計について御説明いたします。 

 歳入の総額は、表の一番下にございます計の欄、予算現額７億7,286万9,000円に対し、調定

額５億2,261万9,000円、収入済額５億1,709万9,000円となっております。 

 次に、歳入の主な内容を御説明いたします。 

 款２・使用料及び手数料ですが、こちらは農業集落排水使用料で、収入済額は5,695万1,000

円となっております。なお、不納欠損額77万3,000円が生じておりますが、こちらは農業集落

排水使用料の収入未済分につきまして、消滅時効の５年が経過したものでございます。 

 次に、款４・繰入金ですが、こちらは一般会計からの繰入れで、収入済額は４億3,779万

8,000円となっております。また、収入未債額の合計は474万7,000円で、こちらは分担金及び

使用料等の未納によるものでございます。 

 次に、歳出について御説明いたします。 

 226ページ及び227ページをお願いいたします。 

 歳出の総額は、歳出の表の一番下にございます計の欄、予算現額７億7,286万9,000円に対し、

支出済額５億1,709万9,000円、執行率は66.9％でございます。 

 次に、歳出の主な内容について御説明いたします。 
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 款１・農業集落排水事業費の支出済額１億7,918万8,000円の主なものは、農業集落排水施設

保守点検業務委託などを行ったものでございます。 

 続きまして、公共用地取得事業特別会計について御説明いたします。 

 歳入は、一般会計からの繰入金で、予算現額１億4,869万8,000円に対し、調定額及び収入済

額ともに同額で、１億4,869万7,000円でございます。 

 歳出の予算現額と支出済額は、歳入の現額、収入済額と同額であり、道路用地の先行取得に

伴う公債費の償還に関わる支出でございます。 

 以上が、建設局に係る歳入歳出決算額の状況でございます。 

 それでは、主な施策の概要及び成果を各部長から御説明いたします。 

○主査（松坂吉則君） 土木部長。 

○土木部長 土木部の山口でございます。よろしくお願いいたします。 

 土木部の主な施策の概要及び成果について説明いたします。座って説明させていただきます。 

 228ページをお願いいたします。 

 事務事業名１の舗装新設、２の舗装改良ですが、国道、県道、市道を合わせまして113路線、

延長約27キロメートルの整備を行ったものでございます。 

 ３の側溝新設、４の側溝改良ですが、県道、市道合わせて47路線で約７キロメートルの整備

を行ったものです。 

 ５の私道整備助成ですが、４件で助成を行い、６の狭あい道路拡幅整備では、測量、拡幅工

事を30件行ったものです。 

 次に、229ページをお願いいたします。 

 ８の電線共同溝整備ですが、国道14号、県道千葉大網線、市道中瀬幕張町線などで、合わせ

て約１キロメートルの本体工事などを行ったものです。 

 ９の交通安全施設等整備ですが、１の安全施設等整備につきましては、国道14号、県道長沼

船橋線、市道貝塚町宮崎町線ほかで、歩道の整備や区画線、防護柵設置などを行ったものです。 

 次に、230ページをお願いいたします。 

 10の橋りょうの整備ですが、市の橋りょう耐震強化につきましては、鉄砲塚跨線橋で橋脚補

強を、２の橋りょう長寿命化につきましては、検見川陸橋ほかで塗装塗り替えなどを行ったも

のです。 

 11の都市モノレールインフラの維持管理ですが、市の都市モノレールインフラ施設の設備更

新等につきましては、けたの塗装塗り替えや駅舎の屋根補修などを行い、２の千葉都市モノレ

ールの施設の維持管理に関する協定書に基づく負担金につきましては、千葉都市モノレール株

式会社が行った維持管理の費用を、協定書に基づき負担したものです。 

 次に、231ページをお願いいたします。 

 12の橋梁架替ですが、亥鼻橋で下部工工事を、柏井橋で取付道路工事を行ったものです。 

 13の道路台帳整備ですが、新認定や区域変更などに伴う台帳の修正などを行ったものです。 

 以上が、土木部の主な施策の概要及び成果でございます。 

○主査（松坂吉則君） 道路部長。 

○道路部長 道路部の主な施策の概要及び成果について説明させていただきます。座って説明

させていただきます。 
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 232ページをお願いいたします。 

 まず、事務事業名１の道路新設改良ですが、１の幹線道路整備では、土気町17号線ほか７路

線で、２の企業立地促進では、東寺山町山王町線ほか２路線で、３の生活道路整備では、長沼

原町55号線ほか19路線で道路整備工事や用地取得などを行ったものです。 

 ４のインターチェンジ整備では、（仮称）検見川・真砂スマートインターチェンジの交通解

析検討などを行ったものです。 

 ５の道路計画調査では、道路事業の基礎資料となる交通量調査などを行ったものです。 

 次に、233ページをお願いいたします。 

 事務事業名２の道路直轄事業負担金は、国道357号湾岸千葉地区改良など、国が実施してい

る事業に対する負担金で、道路法第50条などに基づくものです。 

 次に、事務事業名３の交通安全施設等整備ですが、１の交差点改良では、ネクストコア千葉

誉田入口東側交差点ほか７交差点で、交差点改良工事や用地取得などを行ったものです。 

 ２の歩道の整備では、主要地方道千葉大網線ほか14路線で歩道整備工事や用地取得などを行

ったものです。 

 ３の踏切道の安全対策では、生浜踏切ほか１か所で路線測量などを行ったものです。 

 次に、234ページをお願いいたします。 

 事務事業名４の街路整備ですが、１の主要幹線街路整備では、塩田町誉田町線、磯辺茂呂町

線、村田町線、美浜長作町線及び東習志野実籾線で、橋梁下部工工事や用地取得などを行った

ものです。 

 ２の幹線街路整備では、幕張本郷松波線、誉田駅前線、南町宮崎町線、千葉寺町赤井町線ほ

か、次ページに続いておりますので、235ページをお願いいたします。続きまして、本町星久

喜町線、加曽利町大森町線、豊砂２号線及び松波要町線で、新駅である幕張豊砂駅の駅前広場

整備工事や街路築造工事のほか、用地取得などを行ったものです。 

 最後に、事務事業名５の自転車を活用したまちづくりですが、１の自転車の利用促進と交通

安全の確保では、自転車を活用したまちづくり推進計画の策定や自転車関連イベントの開催な

どを行ったものです。 

 ２の自転車走行環境の整備では、国道126号ほか18路線で、車道混在型など、路面標示の設

置や設計を行ったものです。 

 ３の放置自転車対策では、自転車駐車場の管理運営、放置自転車の移動保管及び追放指導、

自転車駐輪場などの整備を行ったものです。 

 以上が、道路部の主な施策の概要及び成果でございます。 

○主査（松坂吉則君） 下水道企画部長。 

○下水道企画部長 下水道企画部の髙梨でございます。座って説明させていただきます。 

 それでは、下水道企画部、下水道施設部の主な施策の概要及び成果について説明させていた

だきます。 

 まず、一般会計の事業概要から御説明したいと思いますので、主要施策の成果説明書の236

ページをお願いいたします。 

 初めに、事務事業名１の排水施設整備ですが、平山町ほかにおいて、実施設計などを行った

ものでございます。 

 ２の都市下水路整備ですが、東寺山調整池ほかにおいて、測量などを行ったものでございま
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す。また、八千代都市下水路ほかは、共同事業に対する建設事業負担金でございます。 

 ３の都市計画施設災害復旧ですが、明神台調整池において、水路復旧などを行ったものでご

ざいます。 

 次に、237ページをお願いいたします。 

 ４の河川改修ですが、支川都川ほかにおいて、地盤改良工事などを行ったものです。 

 ５の急傾斜地崩壊対策ですが、市事業については、宮崎町ほかにおいて、崩壊防止工事など

を行ったものです。また、県事業負担金については、大椎町ほかにおける工事等負担金でござ

います。 

 以上が、一般会計の事業概要でございます。 

 次に、農業集落排水事業特別会計の事業概要について御説明いたします。 

 １の農業集落排水ですが、農業集落排水施設保守点検業務委託などを行ったものでございま

す。 

 続きまして、下水道事業会計の事業概要について御説明いたします。こちらにつきましては、

下水道事業会計決算書の16ページをお願いいたします。 

 それでは、イの経営状況であります。各金額については、消費税及び地方消費税抜きの額と

なっております。 

 まず、損益収支の総収益は、前年度に比べ1.5％、４億1,850万4,000円増加し、290億9,862

万円となっております。これは、下水道使用料が、物価高騰による市民の負担軽減等を目的に

実施した特別減免などにより11％、14億2,548万1,000円減少し、115億3,708万6,000円となっ

たものの、同減免分及び電気料金高騰による事業費増加分等を補塡するために、国の新型コロ

ナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金等に伴う他会計補助金について17億3,747万6,000円

を受け入れたことによるものでございます。 

 一方、総費用は、前年度に比べ1.5％、４億2,072万5,000円増加し、282億713万3,000円とな

りました。これは、支払利息が企業債残高の減少などにより9.6％、３億643万2,000円減少し、

28億8,120万3,000円となったものの、ポンプ場費及び処理場費が、電気料金の高騰などにより、

合わせて20％、６億5,266万3,000円増加し、39億1,128万2,000円となったことなどによるもの

でございます。 

 この結果、総収益と総費用の差引きで、８億9,148万7,000円の純利益が生じることから、全

額を企業債の償還財源とするため、減債積立金に積み立てることとしております。 

 今後も、下水道事業が健全な経営を維持し、将来にわたって市民生活に重要なサービスの提

供を安定的に継続していくために、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上に努めてまいり

たいと思っております。 

 以上が、下水道事業会計の事業概要でございます。それでは、よろしくお願いいたします。 

○主査（松坂吉則君） それでは、御質疑等ある方はお願いいたします。佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 一問一答でお願いいたします。 

 まず、道路部のほうからになりますが、道路新設改良の仮称検見川真砂スマートインターチ

ェンジの交通解析検討ほかということで、その概要等、解析検討の結果についてお示しいただ

ければと思います。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 
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○道路計画課長 道路計画課の小池です。よろしくお願いいたします。 

 昨年度実施した交通解析検討ほかの概要と、その結果についてですが、スマートインター整

備後の将来交通量及び周辺環境への影響を予測したものでございます。 

 交通量につきましては、オンランプ、オンランプというのは、海側、千葉方面から東京に向

かって、高速に乗る側のランプになりますが、こちらで約9,000台、それで、反対側、東京か

ら千葉方面に向かって下りる側のランプで、１日約8,000台、計１万7,000台を予測しておりま

す。 

 それから、環境影響についてですが、その交通量から大気、振動、騒音を予測しまして、そ

れぞれ環境基準及び要請限度を満足することを確認しております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 追加というか、これも含めて聞きたいんですけれども、この１万

7,000台というのは、例えば、他のスマートインターチェンジと比べて、あまり比較はできな

いとは思うんですけれども、交通量としてはほかと比較してどの程度増えるというか、そのよ

うな状況ももしあればお示しいただけますか。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 

○道路計画課長 ほかと比べてということでもないんですが、利用台数によって料金所のブー

スの設定がございまして、こちらについては、この交通量に対して、それぞれ上り、下りで料

所を２か所ずつ設置するということとなっておりまして、それで対応できるものと考えており

ます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。多分恐らく、すぐ近くの何とかインター、度忘れし

てしまったんですけれども、そこも２か所ということで、大体それぐらいの交通量なのかとい

うことで、分かりました。 

 続けて、昨年度行った市民説明会などがあったと思うんですけれども、そういった市民の声

と、検見川地域、真砂の地域が特にこの影響を受けると思うんですけれども、その声なども合

わせて聞かせていただけますか。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 

○道路計画課長 市民の昨年行った説明会についてですが、対面式と、動画をアップしてのウ

ェブ説明会というのを行いまして、その中で、対面式については参加者が45名、それから、ウ

ェブでは視聴回数が現在1,800回となっております。 

 その中で、市民からの意見としては、便利になるため早く整備してほしいといった、整備に

対し肯定的な意見が多数でございました。 

 それから、周囲への影響についてですが、このスマートインターが整備されることで、幹線

道路ネットワークが強化されますので、それまでの生活道路から幹線道路へ交通転換が図られ

ることによって、生活道路の安全性が向上するものと考えておりまして、その当たりについて

も引き続き説明していきたいと考えております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） あわせて、国道の渋滞解消も目的で、今おっしゃられた生活道路へ

の影響がなくなっていく方向になると思うんですけれども、この渋滞解消が目的と思うけれど
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も、整備によって得られる効果というのは、どのようなものがありますか。 

○道路計画課長 整備による効果ですが、一つには、千葉都心部から東京方面へ向かう高速道

路へのアクセス時間が短縮されるもので、これによって千葉港周辺の工業地であるとか、千葉

都心部の商業地に関して、産業の活性化及び生産性の向上が期待できるものと考えております。 

 また、先ほども御説明したように、道路ネットワークが強化されることによって、生活道路

の交通量が幹線道路に流れることで、地域の安全性が向上するものと考えております。 

 さらには、東京方面へ向かう高速道路へのアクセスポイントが増えるということで、交通の

分散化が図られ、今、穴川インターチェンジ付近ので混雑の渋滞緩和が期待できるものと考え

ております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） スマートインターと一体で、連続立体ということで、検見川立体の

整備が今後併せて進められていくと思うんですけれども、これについても効果などをお示しい

ただけますか。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 

○道路計画課長 検見川立体は、スマートインターと一体で国が進める事業となっております

が、こちらについては、国道357号の下り線、東京から千葉方面に向かう側の路線ですが、こ

ちらは、スマートインターを下りて、そこから場所としては千葉西警察入口交差点の手前にな

りますが、その手前から先に進んで、稲毛浅間神社前の交差点、その交差点の先までを、これ

は約2.2キロになりますが、連続立体するものでございます。 

 その事業によって、現在も混雑が見られます千葉西警察入口交差点と、稲垣浅間神社前交差

点の交通負荷を軽減して、渋滞の解消を図るというものでございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） それも含めた事業費は、どのぐらい見込まれているのか。新聞報道

でも50億円弱ぐらいと言われていますけれども、全体の事業はどうなるのか、お示しください。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 

○道路計画課長 事業費については、現在約48億円を見込んでおります。スマートインターに

関しまして、料金所を含め、料金所から国道側がＮＥＸＣＯ東日本の事業で、ＮＥＸＣＯ東日

本の負担となりまして、それが約33億円で、料金所の手前、現在の国道から料金所の手前にア

プローチするところが市の事業となっておりまして、こちらが15億円、計48億円の事業費を見

込んでおります。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） ということは、負担割合でいうと３分の１の負担ということでいい

ですかね。この事業全体のことも含めて、千葉市の負担は３分の１になるということで。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 

○道路計画課長 この事業については、48億円のうちの15億円が千葉市の負担となっておりま

すので、約３分の１、千葉市が事業費を払うということになっております。 
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○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） では、次にいきます。 

 自転車を活用したまちづくりについて伺います。 

 自転車の利用促進と交通安全の確保についてなんですけれども、この間、自転車関連イベン

トが開催されておりますけれども、その概要についてお知らせください。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車政策課、石黒です。よろしくお願いいたします。 

 まず、イベントの開催内容につきまして、自転車に乗り始めた幼児に、ペダルのない自転車

を使いまして、自転車に乗る楽しさやルールやマナーを学んでもらうためのイベントを開催し

ております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） あと、パンフレットが５万4,800部作成されているということで、

配布先ですとか、場所とかについてもお伺いいたします。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車政策課長でございます。 

 パンフレットの配布につきましては、自転車のルールやマナー、ヘルメット着用や車道の左

側通行を内容としましたチラシを作成しまして、駐輪場の利用者へ郵送したことや、自転車レ

ーンなどの走行環境を整備した沿道の住民の方に配布をいたしました。 

 また、小学生や中学生に、走行ルールや安全啓発の内容を示したルールリーフレットを作成

し、配布をいたしたところでございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） あと、幼児向け体験型イベントとしてされているけれども、この目

的についても伺います。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車に乗り始めた幼児に、やはりペダルのない自転車を利用しまして、

自転車にまずは触れてもらうという機会を設けております。そこでまた乗る楽しさやブレーキ

などを使った安全走行、こちらのほうと、あと、交通ルールを学びながら利用の促進、交通安

全につながることを目的としております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） では、続けて走行環境の整備についても伺いたいと思います。 

 国道126号ほか18路線ということで、工事については、青の矢羽根と、あと、自転車レーン

などの工事の詳細について伺います。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 令和４年度の工事では、自転車走行環境の整備につきまして、矢羽根や自

転車マークの路面標示を9.7キロ整備をいたしました。なお、自転車レーンの整備につきまし

ては、令和４年度に整備は行っていない状況でございます。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 自転車走行環境は、各地に見られるようになってきていますが、そ

の効果、直近で具体的な効果事例などありましたら、お願いいたします。 
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○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車政策課です。 

 整備したことによりまして、車道を走行する自転車の割合ですが、整備前の20％から、整備

後は36％と16％増加するなど、整備によりまして車道を走行する割合が増えたという効果が出

ております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 令和４年度の設計が１万2,736メートルということになっておりま

すけれども、この計画に基づく整備の進捗状況というのはどうなりますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 走行環境の整備は、令和26年度までに約330キロを整備する計画でござい

ます。令和４年度末で24％に当たる178キロが完了しており、おおむね計画どおり整備は進ん

でいる状況であります。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 自転車走行環境が整備されることによって、車道側を通る方が増え

ている印象はあるんですけれども、逆走も逆に見受けられることが私も感じておりまして、逆

走に対する、左側走行をしてもらいたいということの周知について、いろいろされていると思

いますけれども、概要をお願いします。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車走行環境を整備した路線につきまして、周辺地域に左側通行を促す

チラシを配布をいたしました。また、街頭やイベントの会場でもチラシを配布するなどを行っ

ているところでございます。 

 また、自転車走行の方向を示す矢羽根、そして、自転車のピクトグラムを整備することによ

りまして、路面表示で整備することによりまして、左側通行の周知につながるということから、

引き続き整備のほうを進めていきたいと考えているところでございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 自転車を利用される方が、今後またいろいろ増えてきているんです

けれども、昨日伺ったのは、歩道が通行可能なのかどうかと、これは警察になると思うんです

けれども、標識に自転車のマークがついていれば走行は可能なんですけれども、歩道があって

も何も標識がないというところをどう判断したらいいかということでありましたので、そうい

ったところも後で具体的にどこかというのは、また別の形で要望しますけれども、ぜひそうい

った箇所も、警察等とも連携して、ここは本当に自転車で通っていいものなのか、車道を通っ

たほうがいいのかということもぜひ取り組んでいただきたいと思っております。 

 続けて、放置自転車なんですけれども、現状放置自転車が多い駅とその対策について伺いま

す。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 放置自転車の多い駅は、ＪＲの千葉駅、稲毛駅、蘇我駅などになります。

対策としましては、放置自転車を移動することや、追放指導を強化することを引き続き行って

まいります。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 
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○委員（佐々木友樹君） 具体的に令和４年度の、放置自転車の多い駅の今挙げられましたと

ころでの対策というのは、どのようなことがされていますか。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 千葉駅におきましては、放置自転車が多いということで、一時利用の駐輪

場を50台を新設し、放置されないように、そちらのほうにとめていただくような整備をしてお

ります。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。様々、追放指導などもされておりますが、追放指導

はそれぞれの駅でやられているということで、効果は出ていると思いますが、一方では、監視

カメラを設置しているところですね。稲毛海岸駅ということで、私の地元の駅でもあるんです

けれども、この監視カメラを設置した経緯と、設置による効果をお示しいただけますでしょう

か。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 監視カメラを設置した経緯になりますけれども、今まで監視カメラが設置

されていない駐輪場のうち、過去５年間の盗難台数が最も多かったところに設置をしていると

ころでございます。こちらが稲毛海岸第６駐輪場であったため、設置をしたものでございます。 

 また、効果につきましては、年に一度、警察に盗難件数を照会することとなっておりまして、

現時点ではまだそのデータが入手できていない状況でございますので、効果についてはお示し

できないんですけれども、平成28年から令和２年度で設置をしました12か所の駐輪場では、年

平均の盗難件数が13件あったものから、5.4件に減少するなどの効果を確認しております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。あと、やはり放置自転車をなくしていくための取組

としては、やはりその駅周辺の民間施設での放置自転車対策があると思うんですけれども、私

の地元の稲毛海岸駅も周辺の企業が、民間施設の方が努力されたのか分からないですけれども、

24時間で100円でとめられる駐輪スペースを設けて、大分減ったという印象なんですけれども、

その状況と、今後どのようにそうした施設管理者への対策を行っていくのかもお願いいたしま

す。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 商業施設のほうに一時駐輪場を設置している商業施設はかなりあるという

ことは認識しておりますけれども、市全体としまして、放置自転車は減少しているものの、依

然として駅周辺の民有地周辺での放置自転車はある状況というのは変わりないと感じておりま

す。 

 そういった場合に、引き続き駅周辺での追放指導と撤去作業を継続的に実施していくこと、

そして、民間施設による利用者と断定できた場合におきましては、その施設管理者のほうに一

時利用の駐輪場を設置していただくよう申入れを行っていきたいと考えております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 私は美浜区選出なので、例えば、検見川浜でいえば、駅の中にお店

があって、その駐輪場はどこなんだと言われると、隣の海浜幕張の駐輪場がありますと、する

と、なかなか民間のほうでも説明が十分に行き渡っていないということもありますので、やは
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りそこにとめて、放置自転車として撤去されてしまったという方も伺っておりますので、その

ような民間施設に対しても、駐輪場があるということをもっと周知してもらうような対応も併

せてしていただきたいと思っております。 

 では、次に移ります。 

 土木部の関係で、全体的な話になりますけれども、代表質疑でもやりましたが、土木事務所

関係予算の拡充なども含めて、この間、その関係予算の推移について伺いたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課、柳澤でございます。 

 土木事務所関係予算の推移ですが、補正を含めまして、令和２年度が83億円、令和３年度が

85億円、令和４年度が88億円で、令和５年度が97億円となります。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） それによって、土木事務所に関係する事業に対して、何か効果みた

いなものはあったでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 予算増額による効果ですが、令和２年度に比べまして、令和５年度は14億円

の増となっております。これによりまして、電線共同溝整備が推進され、災害に強いまちづく

りに寄与し、道路施設の長寿命化事業が推進されることで、道路の安全性の確保が図られたほ

か、緊急対応など、増加する補修要望等の対応も可能となり、市民サービスの向上が図られる

など、予算増額の効果があったものと考えております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） あと、それに携わる土木事務所も含めた、建設局全体の技術職員数

ですとか、新規の採用人数等について伺います。 

○主査（松坂吉則君） 建設総務課長。 

○建設総務課長 建設総務課でございます。 

 建設局の技術職員の直近５年間ですが、令和元年度が282人、２年度が294人、３年度が301

人、４年度が308人、５年度が307人となっております。 

 また、技術職の新規採用職員数でございますが、元年度が11人、２年度が16人、３年度が14

人、４年度が15人、５年度が10人となっております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 引き続き、これからいろいろまた災害が増えてくる中で、こういっ

た技術職、それに関わらず、いろいろな道路の補修も含めて、様々な対応が求められているの

で、増員も含めて行っていただきたいと思います。 

 この成果説明にはないんですけれども、広く市民の方に雨水集水ますの掃除についてお知ら

せいただいていると思うんですけれども、この周知方法ですとか、周知による市民の反応など

についてお願いします。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課です。 

 雨水集水ますの掃除についての周知についてですが、降雨時など、道路冠水を減少させるた
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めに、市政だよりや本市ホームページで、市民の皆様に対して清掃の協力を呼びかけている状

況です。 

 また、市民などが市と協働して道路の環境美化などを行う、ちばし道路サポート制度の活動

の中でも協力をお願いしているところでございます。 

 このほかに、令和２年９月にちばレポ、Ｍｙ Ｃｉｔｙ Ｒｅｐｏｒｔを活用した、蓋に落

ち葉がたまっていたり、雨の日に雨水が流れない集水ますを報告してもらうテーマレポートな

どを募集した結果、16件の投稿を受けた状況です。 

 雨水の集水ますの表面を掃除することは、道路冠水の未然防止に有効な対策と考えるため、

引き続き周知を図ってまいりたいと思っております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） これについては、ホームページのほうを見させていただいたんです

けれども、写真で対応策が掲載されていたんですが、これは、動画も使って、やはり落ち葉を

取ったことによってどんどん流れていくというのは、すごく私自身も感じているんですけれど

も、その状況なども紹介したらどうでしょうか。これは提案になってしまうんですけれども。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 雨水の集水ますを掃除した場合の効果を実感してもらう工夫といたしまして、

現在、動画でのホームページ掲載などを含めて、市民に分かりやすい説明と紹介を検討してい

るところでございます。 

 紹介に際しましては、雨水集水ますは車の往来のある車道にあることから、市民の方が掃除

する場合、車道での清掃作業を、特に安全に留意していただき行ってもらうよう伝えていきた

いと考えております。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 実は、私自身もできるだけ協力したいという、歴代の建設局長にも

いろいろとお話をさせていただいている中で、やはりこの効果は結構大きいですよね。 

 事前に掃除できればいいんですけれども、なかなか風が吹いたりすると落ち葉がたまってし

まってというのがあって、雨が降っている当日にせざるを得ない状況もあるので、いろいろと

グレーチングが上がってしまったりとかして落ちてしまうことも考えられるので、その辺の安

全対策も含めて、ぜひ掲載していただきたいと思います。 

 次に、下水道施設の更新についてなんですけれども、雨水対策重点地区整備基本方針に基づ

いて、浸水リスクが高い重点地区と、一般地区の雨水整備、排水施設整備、河川改修が実施さ

れていると思うんですけれども、昨年度における効果ですとか、今年度、特に台風や豪雨の影

響へのその効果というのは発揮されたんでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 雨水対策課長。 

○雨水対策課長 雨水対策課、鴇田です。よろしくお願いします。 

 令和４年度の重点地区では、宮崎地区の貯留槽が一部供用開始いたしました。また、一般地

区では、古市場町や汐見丘で整備が完了いたしました。 

 それから、昨年度、令和３年度ですが、重点地区で、ＪＲの千葉駅の東口、それから、あと、

みつわ台２丁目のほうで施設の供用を開始したことによりまして、先日の台風13号のときにも、

道路冠水などはありましたが、大規模な浸水被害というものは発生していない状況でございま

す。 
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 そういうことから、整備による浸水被害の軽減効果はあったものと考えております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） あわせて、今後の重点地区、一般地区の雨水整備ですとか、河川改

修の取組についても伺いたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 雨水対策課長。 

○雨水対策課長 雨水対策課です。 

 今後も、引き続き雨水対策重点地区整備基本方針に基づいて、雨水対策を進めていくのです

けれども、重点地区につきましては、現在整備に着手しております13地区のうちの４地区、宮

崎地区などの整備を引き続き行います。 

 それから、一般地区につきましては、浸水被害の発生状況などに応じて整備を実施していく

ということを考えておりまして、千城台の南や稲毛海岸などの整備を行っていく予定でござい

ます。 

 また、河川改修につきましては、令和３年度から二級河川支線都川の河道整備に着手してお

りまして、早期完成に向けて引き続き整備を行うこととしております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） ありがとうございます。 

 最後、排水施設整備の横引きゲート管理運営についてです。 

 現在、千葉市が管理運営を行っている横引きゲートの箇所数や主なところについて伺います。 

○主査（松坂吉則君） 下水道維持課長補佐。 

○下水道維持課長補佐 下水道維持課課長補佐の森木でございます。 

 本市が千葉県から管理委託を受けているものは、14か所でございます。主なものとして、市

道新港穴川線上にございます中央１号横引きゲートというものがございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 過去において、その横引きゲートというのは、私が考える限り使用

されていないと思うんですけれども、使用されたことはあったのかどうか。 

○主査（松坂吉則君） 下水道維持課長補佐。 

○下水道維持課長補佐 過去10年におきまして、横引きゲートを使用したことはございません。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。多分それはかなりの災害というか、あのときだと思

うんですけれども、点検をされたことによって、その実施状況と不具合があったのかどうか、

伺います。 

○主査（松坂吉則君） 下水道維持課長補佐。 

○下水道維持課長補佐 点検につきましては、２か月に１回の頻度で動作確認を行っておりま

す。昨年の点検におきまして、黒砂橋のゲートで不具合が確認されましたので、千葉県に補修

を要望いたしまして、既に完了の報告を受けております。 

 以上でございます。 
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○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 黒砂橋のゲートということで、あそこは前々から点検が必要じゃな

いかと言われていた箇所だと思うんですけれども、その都度不具合があった場合には、県に補

修を依頼するという理解でよろしいのかという１点と、点検の際に、周辺の道路との関係もあ

ると思うんですけれども、その当たりは、どのような周知を行ったり、近隣の住民に説明を行

ったりしているのか。説明は行っていないのかもしれないですけれども、その当たりの取組に

当たっての対応はどのようにされているんでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 下水道維持課長補佐。 

○下水道維持課長補佐 補修が必要となった場合、所管している、その都度、千葉県に要望を

しております。 

 あと、近隣住民への対応につきましてですが、通常の調査点検につきましては、一般交通に

支障のない範囲で行っております。前提訓練という形で行う場合は、前もって警察署協議の上、

地元にも回覧周知をしているやり方でございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 分かりました。これが使われることがないのが一番いいんですけれ

ども、万が一、万々が一と予想外のこともありますので、引き続き点検補修も含めて、しっか

り取り組んでいただきたいということを述べまして、終わります。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） それでは、亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） では、よろしくお願いします。一問一答でお願いします。簡潔に伺い

たいと思います。 

 順番に、土木部からまいりたいと思います。 

 ６番の狭あい道路拡幅整備ということでありまして、これは市内満遍なくいろいろな地域で

行っているという理解でよろしいのかということと、それから、当初予算は1,500万円だった

んですけれども、実績は3,781万円ということでありまして、多いわけですけれども、これは

より活用が進んだというような理解でいいのか、確認させていただきたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課です。 

 どのような地域で行われているかについてですが、住民等が密集した地域を中心に申請等が

ございまして、直近５か年においては、中央区では曽我３丁目、生実町、花見川区では幕張町、

稲毛区では、宮野木などで多く実施している状況でございます。 

 当初予算に対しまして実績が多い理由ですが、申請された現場状況に応じまして、舗装だけ

ではなく、側溝など排水施設の整備などがある場合など、整備方法が異なることもありまして、

令和４年度は費用のかかる排水施設の整備を伴う工事が多く、当初予算を超える費用となった

ような状況になっております。 

 活用が進んだのかについてですが、土木事務所への相談や要望など、一定程度届いているよ

うな状況でございまして、過去５か年の実績でも工事と測量などの委託の実施件数も30件程度

で推移していることから、活用は進んでいると考えております。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－16－ 

○委員（亀井琢磨君） よく分かりました。ありがとうございました。密集市街地などでこう

いう事業がより進むといいということで、広がっているということですので、理解しました。

ありがとうございます。 

 続きまして、７番の外房有料道路利用促進ということでございまして、これ令和４年度でこ

の負担というのは終了するという理解でいいのかということと、それから、移管後の課題とし

て、この維持管理であるとか、用地の活用であるとか、あるいはそこにつながる道路の渋滞対

策などを出ておりましたけれども、その辺は４年度、その後の進捗などを伺っておきたいと思

います。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 令和４年度でこの負担が終了するのかについてですが、本年２月１日に千葉

市域の道路は、本市へ移管されておりまして、令和４年度をもって本事業は終了となるような

状況になっております。 

 課題のほうは、所管のほうから説明させていただきます。 

○主査（松坂吉則君） 緑土木事務所長。 

○緑土木事務所長 緑土木事務所、葛岡です。よろしくお願いいたします。 

 課題の一つでありました維持管理の点につきましては、全線の無料化により多くの交通量が

見込まれたことから、道路パトロールと施設の簡易補修を一体的に委託することで、道路の損

傷を早期に発見して、速やかに対応できる体制づくりを構築しております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 路政課長。 

○路政課長 路政課、塚越です。 

 パーキング跡地の用地活用についてですが、大野パーキングは売却をする方向で、今年度、

境界査定を行う予定です。また、誉田パーキングは、地下に構造物などがあり、売却する際の

課題があるため、利活用を含め、庁内で検討しているところです。 

 現在は、災害時に備えた土のう置場として活用しており、また、災害時の瓦礫置場として使

用することも想定しています。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 

○道路計画課長 渋滞対策についてです。令和５年２月の無料化に当たりまして、平山大橋交

差点の左折専用レーンの延伸など、対策を実施しております。この無料化に伴う交通量の変化

を把握するため、今年度、交通量調査を実施する予定です。この結果を踏まえて、改めて必要

な対策を検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 土木部長。 

○土木部長 山口でございます。 

 維持管理につきまして、実際にはそういう維持管理体制を構築しまして、現状では課題なく

行われております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 
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○委員（亀井琢磨君） それぞれの所管から課題について丁寧に御説明ありまして、ありがと

うございます。よく分かりましたんで、引き続き、今課題がそれぞれ進捗していると思います

ので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、８番の電線共同溝整備です。何回か伺っておりますけれども、取組はここに書い

てありますけれども、青葉町と幕張地区の進捗状況を事業ベースとかで教えていただければと

いうことと、併せて伺いますが、この間、コスト縮減という議論がずっとほかのほかの委員か

らもあったかと思うんですけれども、その辺はなかなかお金のかかる事業ですので、そういっ

たことはどのように反映されているか、確認しておきたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 中央・美浜土木事務所長。 

○中央・美浜土木事務所長 中央・美浜土木事務所の佐瀬でございます。 

 図面をもって説明させていただきたいと思います。 

 （図面を用いて説明）まず、青葉町地区になります。千葉大網線、いわゆる千葉大網街道と

千葉大学線と青葉病院を結ぶ、千葉大学線と中央星久喜町線で、整備延長ですが、黒い箇所は

既存で無電柱化されている路線となっております。青葉地区1.6キロメートルのうち、千葉大

網線が770メートル、中央星久喜町線が130メートルで、1.6キロメートルのうち、0.9キロメー

トルが完了しております。 

 今後は、残る本体工事と各家庭を結ぶ引込み連携工事と歩道整備工事を行い、令和８年度完

了予定となっております。 

 続きまして、幕張地区となります。幕張地区は国道14号と、あと、幕張メッセを結ぶ中瀬幕

張町線、あと、新病院、市立病院を結ぶ若葉５号線ほかで、こちらも同じく計画延長1.6キロ

メートルとなっております。 

 こちらに関しては、国道14号200メートルと、中瀬幕張町1,300メートル、500メートルが完

成、1.6キロメートルのうち、500メートルが完成しておる状況です。 

 引き続きまして、コスト縮減に関しましてでございます。 

 国土交通省より、道路の無電柱化低コスト手法導入の手引というのが出されております。そ

れに基づきまして、先ほど説明した千葉大網線のほうでは、電線を通常より浅く埋設する浅層

埋設と、あと、低コストの管材の使用をやっているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 分かりました。そうしたコストの縮減に取り組んでいるということで、

理解をいたしました。令和８年度はまだ先のようでありまして、少し気が早いものですから、

あそこを通るたびにいつできるのかということで心待ちにしておりますので、ぜひ頑張ってい

ただければと思います。 

 次に、９番の交通安全施設等整備ということで、これは単純に伺いたいんですけれども、交

通事故データ調査等ということでありますけれども、令和４年度は、市内で、例えば、交通事

故が何か所、何件ぐらいあって、このデータを生かされているということだと思うんですけれ

ども、そのうち何か所で対策等を図られてきたのかということを伺えればと思います。 

○主査（松坂吉則君） 土木保全課長。 

○土木保全課長 土木保全課の遠藤でございます。よろしくお願いいたします。 

 令和４年度の人身事故の件数は、2,092件になってございます。交通安全対策の実施に当た
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りまして、今後、事故データを参考にさせていただきまして、昨年度、対策を実施した箇所が

844か所になっております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） ありがとうございました。そういった事故が起きた場所について、多

くの場所で対応が図られているということで、引き続きそうしたデータに基づいて取組を進め

ていっていただければと思います。 

 併せて伺うのは、多くの委員もこの間聞かれていますけれども、通学路での子供の痛ましい

事故があって、安全対策を鋭意進めていただいておりますけれども、大分前倒しでということ

では承知しておりますけれども、進捗状況についても重ねて伺っておきたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 土木保全課長。 

○土木保全課長 土木保全課です。 

 通学路の安全対策なんですが、令和３年６月にありました八街市の事故を受けまして、その

ときに、通学路の安全対策の調査を合同点検で道路管理者として実施する箇所が518か所ござ

いました。そのうち516か所は、昨年度末の段階で完了しております。残りの２か所につきま

しては、用地取得を伴う歩道整備となっておるんですが、少し時間を要しますので、ただ、応

急対応で、即効性の高い対策は既に実施しておりますので、一応全か所に手をつけてございま

す。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 518か所で、あと２か所ということで、そこもやっているということ

で、本当に子供の安全対策ということで進めていただいて感謝申し上げたいと思います。また

新たに学校とか地域から寄せられた新しい箇所についても、ぜひまた鋭意それぞれ対応いただ

ければと思います。 

 それから、あらましには載っていないんですけれども、これまでも一般質問等で伺った地籍

調査についてです。令和５年度に予算が久しぶりにつけられてということなんですけれども、

この間なかなか進まないということで、８％ぐらいだということは理解しているんですけれど

も、この間の状況ではどうか、確認しておきたいなと思います。 

○主査（松坂吉則君） 路政課長。 

○路政課長 路政課です。 

 令和４年度末時点で、市内全域の８％程度に当たる、約22平方キロメートルを地籍調査とし

て実施しているところです。今年度については、真砂１丁目などの0.2平方キロメートルを実

施していきます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 分かりました。今年度から進めていくということで理解いたしました

ので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、道路部に入りたいと思います。 

 やはり交通安全なんですけれども、踏切道の安全対策ということで、６か所やるところがあ

って、２か所終わっていると理解しています。それで、あと２か所を今やっているというよう
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な感じかと理解しておりますけれども、進捗状況、特に、中広踏切とかを今されているのかと

思うんですが、その辺も含めて進捗を伺いたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 道路計画課長。 

○道路計画課長 道路計画課です。 

 踏切道の安全対策の進捗状況についてですが、中広踏切につきましては、昨年度からＪＲの

ほうに工事委託を行っておりまして、工事自体は今年度末で完了する予定となっております。 

 それから、現在改良に向けて準備を進めている踏切として、ともに内房線にかかる踏切なん

ですが、生浜踏切と第一鎌取踏切がございます。 

 生浜踏切に関しましては、昨年度、路線測量及び予備設計を実施しております。第一鎌取踏

切に関しましては、昨年度、現況測量を実施しておりまして、ともに中広踏切の改良が終わっ

た後、順次改良を進めていくこととして、現在、ＪＲと協議を進めているところでございます。 

 それから別に、土気踏切に関しましては、改良ということではないんですが、現在、廃止方

針を踏まえて、地元と協議を進めているところでございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） それぞれ課題としてある踏切については順次取組が進んでいるのと、

始まるということで理解をいたしましたので、時間もかかる事業ですけれども、丁寧に進めて

いっていただければと思います。 

 それから、街路整備で１点だけ伺っておきたいのは、南町宮崎町線です。残り僅かのところ

まで来ていて、丁寧に進められていると承知していますので、引き続き頑張っていただければ

と思うんですけれども、用地取得がこれは３平米で4,194万円なんですけれども、この辺は、

こういうものなのか、その辺を教えていただけば。口頭で大丈夫でございます。 

○主査（松坂吉則君） 街路建設課長。 

○街路建設課長 街路建設課、保科でございます。 

 こちらの事業につきましては、この用地取得、補償のほか、雨水の排水施設工事を約3,900

万円ほど行っておる部分がございます。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 分かりました。排水等、そういうものが結構するということで、理解

をいたしました。 

 続きまして、５番です。自転車の施策でございます。 

 佐々木委員から多くありましたので、重ならないように聞きたいと思いますけれども、一つ

はヘルメットの着用の努力化義務がありまして、そういった啓発をずっと行っているかと思い

ます。私も４月の義務化のときはやっていたんですけれども、最近は近所だとなかなか忘れて

しまうときがあるんですけれども、取組と着用状況はどうかということを簡単に伺えればと思

います。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車政策課です。 

 自転車の走行環境を整備した区間におきまして、高校生とともにヘルメット着用などの交通

ルールのマナーの遵守につきまして、街頭でプラカードを持ち、通行する自転車利用者に呼び
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かけを行ったり、また、ヘルメット着用を促すリーフレットを駐車場利用者に郵送したほか、

小学生や中学生の学校に、中学校に配布するなどの啓発を行っております。 

 着用状況につきましては、本年８月に実施しました、市民局で行いましたウェブアンケート

の調査では、自転車乗車中のヘルメット着用率につきましては、一応29％となっております。 

 今後も、調査結果を注視するとともに、啓発を行ってまいりたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 29％ということで、やはり結構若い人の啓発ということでやっていら

っしゃっていて、若い者は結構かぶっているかという、どうなんですかね。そのように見受け

られますけれども、少しずつ着用も上がっているかと思いますので、粘り強く取組を進めてい

ただければと思います。 

 それから、放置自転車ということで、先ほど佐々木委員からもありましたけれども、大体こ

の費用がどうしても年間１億円、令和３年度が１億294万円、去年の４年度は１億653万円とい

うことで、放置台数は減っているということだったんですけれども、なかなかこの辺の費用と

いうのはやはりかかってしまうものなのか、移動とか保管費用とか、その辺なのか。その辺の

状況がどうかということを伺えればと思います。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車政策課です。 

 放置自転車の対策としましては、駅周辺を中心に放置の防止に努めております。放置自転車

の撤去や追放指導を行うほか、定期利用駐輪場や短期時間利用が可能な一時駐輪場の整備など

に取り組んでおります。 

 平成17年のピーク時から年々減少しておりまして、令和４年度の市内の放置自転車の台数は、

５年前の平成30年度から36％ほど減少するなど、近年では約800台の推移をしております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 道路部長。 

○道路部長 すみません、道路部の日暮です。少しだけ補足を。 

 １億円と、大分かかるけれども、どうなんだというところで、22駅で追放指導をやっており

ますけれども、やはりこれにかかる人件費というのはかなりの額となっております。 

 やはり継続していくことが大事で、これがまた緩んでしまうと、また戻ってはいけないとい

うことで、当面はこの追放指導をしっかりとやっていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 分かりました。費用で見るとまだ減っていないように見えますけれど

も、確実に放置自転車は36％ということで、この効果が現れている、やはり効果として出てい

るので、これについては理解をいたしましたので、引き続きさらに減っていくように取組を進

めていただければと思います。 

 それから、もしかしたら課が違うかもしれませんけれども、会派のほうではこの自転車の利

用推進ということで、観光とか、ツーリズムとか、そういう観点も含めてやってほしいという

ことが会派の他の議員からあります。その辺はいろいろ検討とか、市民を巻き込んでというこ

とがあったかと思うんですけれども、その辺は、何か取組としてはどうなのか、伺っておきた
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い。あればお願いします。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車政策課でございます。 

 まずは、気軽に利用できるシェアサイクルの推進をしていくことになりますが、また、新た

な取組としまして、実証実験を行っております自転車のメンテナンスや休憩ができる拠点施設、

ちばチャリステーションの拡大に取り組んでおるところでございます。 

 そして、観光とのつながりになりますけれども、令和４年度に策定しました千葉市自転車を

活用したまちづくり推進計画では、自転車の活用と利用促進の施策の中に、サイクルツーリズ

ムの推進とサイクリングの推進という事業を位置づけております。 

 そのことから、今後は観光地を巡るなどのサイクリングコースの設定を検討することなどを

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 分かりました。そういった取組を進めていただいているということで、

会派としても、いろいろな活用ということで大いに期待しているところですので、また私も勉

強させていただきながら取り組んでまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 では、下水道企画部と施設部に入りたいと思います。 

 一つは、昨今も災害等ありまして、やはりこの委員会でも災害対策ということが非常に気に

なるところですけれども、急傾斜地崩壊対策については、取組が進んでいるかと思いますけれ

ども、進捗状況について、改めて伺っておきたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 総合治水課、林です。 

 急傾斜地崩壊対策の進捗状況についてですが、崩壊防止工事の対象となる110か所のうち、

崩壊防止施設の整備完了した数は、令和４年度に整備が完了した２か所を含めまして、31か所

となり、整備率は28％となります。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） こちらのほうも住民合意とか、様々やらなくてはいけないことがある

と思います。大変だと思いますけれども、ぜひ28％ということで取組を進めていただければと

思います。 

 それから、併せて雨水対策、浸水対策ということであります。佐々木委員からもありました

ので、重なってしまう部分があるのであれですけれども、これまで重点、一般、含めて取組を

進めていただきまして、今回の豪雨時では効果があったということは先ほど伺いましたので聞

きませんけれども、千葉駅辺りは特に今回、前は冠水とか、浸水があったわけですけれども、

今回９月の豪雨ではその辺はどうだったのか、分かれば教えていただければと思います。 

○主査（松坂吉則君） 雨水対策課長。 

○雨水対策課長 雨水対策課、鴇田です。 

 千葉駅周辺ということで、いつも冠水していたあのガードの下のところですけれども、あそ

こは路面冠水が一時的にございましたが、その後すぐ水が引いて、特に大きな被害はございま

せんでした。 
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 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 民間の担当も含めてその整備があって、多分そういう効果になったの

かと思っております。ありがとうございます。この間、重点区に、私のところも椿森でござい

まして、よく、必ず雨が降ると冠水するところだったんですけれども、これまで対策をいただ

きまして、最近はそういう冠水もない状況でございます。 

 本当に千葉駅もなかったと地域の方から言われておりますので、やはり対策がかなり進んで

効果が出ているかと思いますので、引き続き進捗は先ほど聞かれたので聞きませんけれども、

ぜひ取組を進めていって、期待を申し上げたいと思っております。 

 それから、細かい対策ですけれども、土のうステーションとかが大分設置もいろいろなとこ

ろにあるんですけれども、その辺のステーションの設置状況とか、活用状況はどうなっている

か、教えていただければと思います。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課です。 

 土のうステーションの設置、活用状況についてですが、現在、土のうステーションのほうは

市内に79か所を設置しております。先日、本市を襲った９月８日の台風13号の後に、各土のう

ステーションを確認したところでは、市内79か所のうち約３割に当たる25基で土のうがなくな

っていたり、減っていたなど、利用された実績があった状況です。引き続き、ホームページな

どで周知を図っていきたいと考えております。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） ありがとうございます。79か所で、設置か所も増えていて、それから

活用もあったということで理解をいたしました。地域の方だと、あれは使っていいのかなんて

ことをよく言われて、結構きれいに置いてあるので、使っていいのかなんてことがあるので、

その辺はもっとまたＰＲしていただいて、より活用が進むようになればと思いますので、工夫

をいただければと思います。 

 それから、もう一つの地域でできる対策として、貯留浸透施設の補助であるとか、防水板の

実績ということがあります。この辺も点として効果があるかと思うんですけれども、こういう

災害が続く中で、毎年60件程度補助をいただいていますけれども、この当たりの効果はどのよ

うに御覧になっていらっしゃるのかということと、今後についても伺えればと思います。 

○主査（松坂吉則君） 下水道営業課長。 

○下水道営業課長 下水道営業課です。 

 防水板につきましては、令和４年度は３件という形で実績があります。最近、雨水貯留槽の

ほうが人気がありまして、こちらにつきましては一応52基という市販の貯留槽のほうが補助金

として実績があります。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 効果とか、その辺はどうなんですか。その辺が分かれば。 

○主査（松坂吉則君） 下水道営業課長。 

○下水道営業課長 特に、防水板につきましては、やはり道路冠水、自宅のほうに水が入って
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くるというものを防げることがありますので、やはり市民の声を伺いますと、非常に効果があ

るという形で伺っております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 分かりました。こういったことも地域でできる対策かと思って、ぜひ

多くの場所で活用が進むのであればということを思っていますので、ぜひＰＲなどいただけれ

ばと思っています。 

 あと２問で終わります。 

 あとは、下水道の耐震化であるとか、ストックマネジメントということでございまして、特

にこの施設耐震化ということでいえば、令和４年度から今期の総合地震対策計画に基づいて取

組が進んでおりますけれども、その辺の進捗状況はどうかということを伺っておきたいと思い

ます。 

○主査（松坂吉則君） 下水道整備課長。 

○下水道整備課長 下水道整備課、鈴木でございます。 

 下水道施設の耐震化につきましては、先ほど先生のほうからもお話ありましたとおり、令和

４年から令和８年の千葉市総合地震計画に基づきまして、事業のほうで進めておりまして、管

渠につきましては、耐震化工事を12.8キロ、環境調査を93.3キロ進めておりまして、全体計画

に対しまして、進捗率が約８割進捗している状況でございます。 

 また、処理場、ポンプ場につきましても、同様に今年度以降、工事に向けた診断ですとか、

設計のほうを行っている状況でございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） 分かりました。耐震化を８割ということで、進んでいる状況はこれま

でも確認しておりますけれども、引き続きぜひ進めていただければと思います。 

 最後になりますけれども、ストックマネジメントの推進ということで、令和４年度に第２期

の計画を新たに策定をされて、今年度から取組をされていると思いますけれども、前期の取組

と評価についてということと、昨今の経営を取り巻く環境ということも大変厳しい状況にあり

ますけれども、そういう中で、ストックマネジメントはより重要性を増してくるかと思います

けれども、今後についてのお考えを最後に伺っておきたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 下水道整備課長。 

○下水道整備課長 下水道整備課でございます。 

 ストックマネジメント計画につきましても、耐震化と同様ですが、平成30年から令和4年、

昨年度が計画最終年になるストックマネジメント計画に基づきまして、工事のほうを実施して

まいりました。 

 管渠につきましては5.9キロ、処理場、ポンプ場については改築点数221点のほうを進めてま

いりまして、双方ともに計画事業量に対しまして約８割の事業のほうを進捗したところでござ

います。 

 また、今年度から、令和５年度から、新たな２期計画のほうを進めておりますが、おおむね

順調に事業のほうは進捗しているということで考えております。 

 以上です。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－24－ 

○主査（松坂吉則君） 亀井委員。 

○委員（亀井琢磨君） ありがとうございました。おおむね良好に進捗しているということで

分かりました。下水道も経営が厳しくなってくる中で、今回の経営の方針の見直しがあったわ

けですけれども、厳しい状況はありますけれども、効率化していただくということで伺ってお

りますので、引き続きその辺をしっかりと取り組んでいただいて、延命化などを図っていただ

きまして、ぜひ市民生活を引き続き守っていただけますように申し上げまして、終わりにした

いと思います。ありがとうございました。 

○主査（松坂吉則君） それでは、吉川委員。 

○委員（吉川英二君） では、一問一答でお願いいたします。吉川でございます。よろしくお

願いします。 

 最初は状況表です。こちらは、223ページ、先ほど収入未済額ですとか、内訳に関して説明

していただきました。 

 １点だけ、222ページの歳出の部分で、不用額の合計43億円、実際８の土木費なんですけれ

ども、これは前年比でどのくらいなのか、教えてもらえますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 建設総務課長。 

○建設総務課長 建設総務課でございます。 

 不用額の前年度比ですが、10億1,874万5,000円、30.8％の増となっております。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。額的に、私も勉強不足なんですけれども、か

なり数字が大きいということなので、前年比を今確認しました。予算執行に向けて、様々な状

況で変わってくるのは当然あると思いますけれども、予算に近い形で執行ができればと思って

おります。 

 では、次に土木部に移ります。228ページでございます。 

 ４の側溝改良でございます。こちらの延長が6,829メートルとあるんですけれども、これは

言葉のとおり新たに延ばしたということでよろしいのか、要は、老朽化に対する修繕というの

は含まれていないのかどうか、教えてください。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課です。 

 222ページの、事務事業名、側溝改良の延長につきましては、古くなった側溝や蓋がない側

溝やＵ字溝など、新しい側溝に敷設替えした道路の延長となります。老朽化による修繕は、側

溝改良に含まれているかについてですが、全体的に老朽化している場合の側溝の敷設替えなど

は、この側溝改良事業に含まれております。蓋の交換で済むような修繕などは、道路の維持補

修事業で行っているような状況となっております。 

 委員言われたような主に側溝を新しく敷設して伸ばしていくようなものというものについて

は、主要施策の成果説明書の222ページ、上から３段目のところにあります、側溝新設で計上

しておりまして、令和４年度の新設延長については、県道、市道合わせて102メートルという

ような状況になっております。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうざいます。認識いたしました。 
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 次に、同ページの７番、外房有料、先ほどほかの委員からも質問がありました。本年度で事

業が終わるということで理解したんですけれども、令和４年度は市費が１億円導入されている

んですけれども、これは実際どのような事業なのか、教えてもらえますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 事業の内容ですが、県道千葉大網線、いわゆる大網街道のＪＲ誉田駅周辺の

混雑解消、渋滞緩和を図るために、千葉外房有料道路の誉田区間を無料化することで、誉田区

間の利用促進を図ることを目的といたしまして、千葉県及び千葉県道路公社との協定を締結し

まして、無料化に伴う財源を負担する事業となっております。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） 要は、例えば、誉田と大木戸のような料金所があったところとか、ト

イレを使うというのはいろいろ撤去したと思うんですけれども、要は、概算でもう少し。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。１億円の中身を分かりやすいように。 

○土木管理課長 すみません、これは今言いました千葉県と道路公社との協定を結んで、千葉

市と協定を結んだものの負担金の支払いということで、これは千葉誉田区間を無料化するため

の負担金となっております。 

 協定のほうが平成19年３月に締結しておりまして、23年度から毎年１億円、12億円を上限と

して支払いをしているようなところです。 

 この負担金、千葉県道路公社のほうに支払ったところ、管理者であります千葉県道路公社が、

千葉外房有料道路で行う舗装の補修とか、区画線の引き直しなど、道路の維持事業の一部に充

てられているものとなります。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） 理解しました。ありがとうございます。単年度で１億円ということで

なくて、今まで負担金ということで出していたということで理解しました。ありがとうござい

ます。 

 次に、229ページの８、電線共同溝整備に関してなんですけれども、ここにはないんですけ

れども、計画で指定されております敬愛学園からの稲毛駅にかけての道路で、本事業が進んで

いないように見えるんですけれども、その理由について教えてください。 

○主査（松坂吉則君） 街路建設課長。 

○街路建設課長 街路建設課でございます。 

 敬愛学園から稲毛駅にかけてにつきまして、現在、電線共同溝につきましては、電線事業者

との共同事業であることから、その共同溝内に取り込む電線の本数などについて、協議と調整

を行うとともに、現在、管路の構造、配置についての設計を行っているところでございまして、

これが整った後に本体工事のほうに着手していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。これに関しては、我が会派のほうで桜井委員

のほうから一般質問でさせていただきまして、様々な状況があると思いますけれども、少しで

も進めていただくようによろしくお願いしたいと思います。 

 次に、230ページの11、都市モノレールインフラに関してでございます。 
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 維持管理費の費用なんですけれども、平準化して行われまして、今後もこのペースで進んで

いくのか、それとも、今後市の負担が重くなる時期が見込まれるのか、それを教えていただけ

ますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 土木保全課長。 

○土木保全課長 土木保全課でございます。 

 維持管理費に短期的に大きな財政負担が生じないように、長寿命化修繕計画によって、コス

ト縮減等、予算の平準化を図っているところでございます。今後、老朽化による維持管理コス

トの増大が見込まれる場合には、適宜計画を見直すことによって、引き続き平準化に努めてま

いります。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。 

 では、次、道路部に移ります。 

 233ページの３、交通安全施設等整備です。 

 １の交差点改良で、ネクストコア千葉誉田入口東側交差点の記載がございまして、緑区は地

元でございますけれども、企業立地の側面ですとか、学校等、住民利用の観点から期待される

効果についてお示しいただけますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 道路建設課長。 

○道路建設課 道路建設課、林でございます。よろしくお願いします。 

 こちらは、ネクストコア千葉誉田の本格稼働に伴いまして、配送車両ですとか、工場関係車

両の増加が見込まれますけれども、こうしたこれが市道誉田駅北口線に右折車線、それから歩

道を整備することにより、交通の整流化が図られることで、車両の安全性が高まるとともに、

立地企業に通勤する従業員や、学校へ通学する児童などの歩行者の安全性が向上するものと考

えているところでございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。私も現場を見ておりまして、右折レーンが４

つではなくて２つできているんですけれども、最近の市民の声で、右折レーンはあるんですけ

れども、右折信号がないので、結構朝晩は混んでいますと。 

 これは県になりますけれども、私も朝晩はまだ見ていないので、その状況を見ながら、また

いい意味で改良できているので、せっかくの右折レーンがうまく機能できるように、私も注視

していきたいと思っています。よろしくお願いします。 

 この次の２番の歩道の整備、千葉大網線、土気駅北口、これも私、現状を知っておりまして、

地権者の方がいて、なかなか進めたくても進められない状況を知っておりますけれども、今ど

の程度まで取得が進んでいまして、計画どおりに進んでいるのかどうか、また完了に対しての

目標年次があれば教えてください。 

○主査（松坂吉則君） 道路建設課長。 

○道路建設課 図面を使って説明させていただきます。 

 （図面を用いて説明）土気駅北口の歩道整備につきましては、大網街道が事業区間428メー
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トル、それから、土気停車場千葉中線の区間が162メーター、合計590メーターの区間において、

事業を行っているところでございます。 

 令和４年度につきましては、440平方メートルの用地取得を行ったところでございます。 

 それから、20メーターの歩道、こちらは紫色に塗ってありますが、歩道としてはこの辺とこ

の辺の、一部欠けていた部分が減りました。 

 それから、この交差点本体に、改良工事として右折レーンを大網街道のほうに整備したとこ

ろでございます。こちらの用地取得率は60.3％、整備率は42.2％となっております。 

 土地所有者の理解が得られない、交渉に時間を要している箇所もございますが、引き続き早

期の用地取得、整備完了に向けて、土地所有者の皆様から御協力いただけるように、丁寧な説

明、交渉に努めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。学校もあるので、結構私も事あるごとに近隣

の方に言われています。状況もよく理解しておりますが、少しでも進むように、引き続きお願

いしたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 道路建設課長。 

○道路建設課 令和５年度に、こちらのほうの工事も一部やる予定でいます。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） 分かりました。ありがとうございます。 

 続きまして、234ページ、４の街路整備でございまして、２の幹線街路整備の、上から２段

目の誉田駅前線の用地取得です。 

 日々工事をしていく中で開発が広がっているのは私も見ておりまして、現在の内容と今後の

予定について教えてもらえますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 道路建設課長。 

○道路建設課 誉田駅前線につきましては、現在用地取得率が、令和４年度末で50.3％（後に

「50.6％」と訂正）となっております。今後は、用地の取得が進み次第、まず道路工事に必要

となる下水道やガスなどの地下埋設物の移設工事を進めてまいります。また、残る用地の取得

に努め、早期完成を目指してまいります。 

 あと、実際、用地取得ができたところにつきましては、歩行者の安全を確保するために、暫

定的な舗装を行いまして、路肩を拡幅するなど、整備を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。比較的道路が狭くて、人も通って、車も通っ

て、その中での工事だと思っております。住民の方、安全第一で取得を進めていくように、引

き続きよろしくお願いしたいと思います。 

 では、下水道のほうで、２点ほどで最後にします。 

 236ページの１、排水施設整備でございます。 

 これは平山町ほかと書かれているんですけれども、この事業の具体的な内容と、今後の予定

について教えてもらえますでしょうか。もし、ほかというのがたくさんあるのであれば、基本、

平山町のことが分かれば大丈夫ですので、よろしくお願いします。 

○主査（松坂吉則君） 雨水対策課長。 
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○雨水対策課長 雨水対策課です。 

 この平山町ほかというところなんですけれども、まず平山町なんですけれども、令和元年10

月の大雨で、平山保育所に近接した低地部で床上浸水が発生しております。そこの対策として、

雨水管の整備をするんですが、そこの実施設計を行ったということで、今後ということでは、

今年度、第１期の工事といたしまして135メートルが完了いたしております。今後、令和８年

度まで残り438メーターの整備を進めていくということになります。 

 それから、ほかのもう一つですが、これは令和３年の大雨で、村田川の上流の水路ののり面

が崩れたところなんですけれども、そこについての測量ですとか、土質調査を行いました。 

 そこについても、今年度から工事に着手する予定となっておりまして、令和８年度までに整

備を完了する予定でございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。平山町、あと、ほかですね。のり面に関して

は、私も村田川、９日と10日に見させてもらいました。のり面もブルーシートがかかっている

中で、個人が持っているものですとか、市、県が持っている等々、いろいろ大変な状況である

と思いますけれども、その分であるということで理解しました。ありがとうございます。 

 最後に、237ページの５番、急傾斜地崩壊対策、先ほどほかの委員からの話があったので、

ダブるところははしょりまして、この予算なんですけれども、先ほどもありました、令和元年

の台風５号の教訓から、市民を守る本事業、これは市債を約２億円導入しているんですけれど

も、県費が少ないという印象がありまして、この県が指定する本制度で、どういう仕組みでこ

ういう負担割合になるのか、教えてもらえますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 総合治水課です。 

 負担割合ですが、千葉県急傾斜地崩壊対策事業補助金交付要綱に基づきまして、市事業につ

きましては、工事費の４分の３以内を補助額として、県費補助事業として実施しているところ

です。 

 令和４年度への繰越しを含めました３年度事業までは、１工事当たりの県費補助の上限が

1,000万円と定められていましたが、４年度に要綱が改正されまして、上限額が撤廃されたこ

とに伴い、今後、効率的な事業執行が可能となり、県費の増額が今後増加が見込まれるもので

す。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。認識しました。質問は以上でございます。あ

りがとうございます。 

○主査（松坂吉則君） 街路建設課長。 

○街路建設課長 街路建設課でございます。 

 先ほどの誉田駅前線の令和４年度末の進捗率なんですが、50.3％と申し上げてしまったんだ

けれども、50.6％でございます。申し訳ございません。失礼いたします。 

○主査（松坂吉則君） それでは、守屋委員。 
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○委員（守屋 聡君） 維新の守屋でございます。よろしくお願いします。一問一答です。 

 まず、土木部のところの舗装改良のところで、市道105路線を舗装改良されているようなん

ですけれども、地域からは、年度末になると、やたら道路をほじって渋滞が起こるというのも

言われるんですけれども、この改良する基準を教えていただきたい。 

○主査（松坂吉則君） 土木保全課長。 

○土木保全課長 土木保全課でございます。 

 舗装の改良する基準なんですが、千葉市道路舗装維持管理計画に基づきまして、幹線道路が

417キロあるんですが、定期的に路面性状調査を実施しまして、ひび割れやわだち掘れ、平た

ん性を確認した上で、路面の劣化を予測して、適切な補修時期を選択した上で、機能維持を図

る予防保全型というような形の維持管理を行ってございます。 

 また、身近な生活道路につきましては、パトロールや市民の皆様からの通報によって応急対

応を行って、通行の安全を確保した上で、損傷の補修が必要となった時期に補修を実施する、

事後保全型というような形の管理をしております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 守屋委員。 

○委員（守屋 聡君） ありがとうございます。道路のほうなんですけれども、磯辺茂呂町線

というのがありまして、稲毛区選出の私と、桜井副主査、小松﨑委員も、非常に悩ましい稲毛

区の都市計画道路なんですけれども、個別に街路建設課と、また、先日もみちづくり協議会と

いうのが行われましたけれども、私の住むファミールハイツが非常に悩ましいところで、もう

本当に道路と自分のいる部屋がもう密接にくっついているというところで、頭の上をトラック

が走るのかというところで、ある意味お聞きしたいのが、市は、４車線平面をもう確定してい

るのか、それとも、平成18年にこれは地下２車線、平面２車線で事業認可を受けているんです

けれども、これは市としてはもう決定しているものかどうか、お尋ねしたい。 

○主査（松坂吉則君） 街路建設課長。 

○街路建設課長 街路建設課でございます。 

 磯辺茂呂町線のファミールハイツの前は、都市計画どおり磯辺茂呂町線、園生町地区の２工

区といった部分に当たります。現在、認可は地上２車線、地下２車線という形で取得しておる

んですけれども、現在は改めて近年の社会情勢に沿った形での見直しを行っている最中でござ

いまして、それにつきましては、その磯辺茂呂町線みちづくり協議会の中で、地域の方々、

様々な皆さんの御意見を伺いながら、今議論をしておるところでございます。 

 現在は、４車線平面案についても、現在議論の中になっております。今のところ、まだ決定

というところまでは至っておりませんが、状況としてはそのような状況となっております。 

○主査（松坂吉則君） 守屋委員。 

○委員（守屋 聡君） ありがとうございます。これは生活に密着して、もう50年も60年もた

っている計画で、若かりし頃買ったマンションが、今もう80歳、90歳になって、もう皆さんも

ややもすると成田空港の闘争のように、意地でも通さないなんていう80歳のおじいちゃんも何

人もいますので、できれば丁寧な説明と、見える化、今一生懸命所管の方々が平面の地図で説

明していましたけれども、地下とか、平面とかになると立体になるので、お金がかかると思う

んですけれども、来年、再来年できる道路ではないし、まだ土地買収も完全に済んでいません

ので、できれば予算を組んでいただいて、見える化する、立体的にこうなりますという、住民
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に対して丁寧な説明をしていただければと思います。よろしくお願いします。 

 あと１点だけ、今後についてのお願いなんですけれども、私のさっきの磯茂呂にもつながる

んですけれども、あそこは軽便道路といって、何号線だか分かりませんけれども、軽便道路と

いうのが走っているんですけれども、あそこに宮長橋という橋があって、あそこだけではない

んですけれども、それまでは、ちゃんと車道と自転車レーンが分かれているんですけれども、

あの辺から車道と自転車レーンが一緒になってしまうんですよね。 

 そうすると、あそこは高校生とか、通勤の自転車で通る人がいっぱいいるので、今までは自

転車レーンを走っていた自分が、車幅が狭くなるから、今度は車道と自転車レーンが一体にな

ってしまうという、それはそれで、レーンはつくったものの、ここを通っていいと言っている

にもかかわらず、車道と一緒になってしまうという危険性もあるので、これは今後のお願いで

すけれども、そういうところも、車幅が狭くなるのでしようがないんですけれども、そこは事

故のないように、そのレーンのつくり方を検討いただければなと思います。 

 あと、最後に雨水なんですけれども、私は稲毛駅にたまに立つんですけれども、もう時期が

済んだからあれですけれども、結構臭いとか、バスを待つ方が、臭いがすごいと。待っていら

れないということもあって、それは雨水の排水の問題もあるんでしょうけれども、なかなか難

しい問題ですけれども、そういうこともあるので、そこも今後の検討課題として、あと、さっ

き言ったグレーチングが詰まっているところもあるので、これからまだ台風シーズンで、稲毛

駅が冠水するなんてことがあるとあれですので、土木事務所にはお願いしてありますけれども、

今一度ああいうロータリーで人が多く行き交うところの雨水ます、グレーチングの点検整備は

お願いしたいと思います。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 道路部長。 

○道路部長 道路部、日暮でございます。 

 磯辺茂呂町線の件でございますが、委員も週末行われた協議会のほうに御参加いただいたと

ころでございますが、その中の一幕でもあったと思うんですけれども、基本的に多くの方が、

計画については平面の案で御賛同いただいております。 

 ファミールの一部の方々につきましては、過去の認可を取得した時点からの２車ずつの置換、

さらにはフル地下だとか、そういう案がいいんだという御要望もございます。平成29年度だっ

たと思うんですけれども、もう一回考えてくれということを言われ、我々も時代が大分時間た

ちましたんで、最も有効なものが何かということを検討することとし、これまで検討してまい

りました。 

 その中で、今最も経済的であったり、騒音性能も良くなっている中で、有効なものが４車平

面だと、検討結論としては出ております。こちらをしっかりと皆さんの御理解をいただくため

に、協議会を今やっております。 

 引き続き、しっかりと皆さんと向き合いながら、丁寧に説明した上で、しっかりと御理解い

ただいて、最終的な決定をしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 守屋委員。 

○委員（守屋 聡君） できれば見える化で説得するようにお願いします。 
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○主査（松坂吉則君） 道路部長。 

○道路部長 その辺は、少し我々も具体的に見える形を取っていくのがいいのではないかとい

うことで検討していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 守屋委員。 

○委員（守屋 聡君） すみません。ありがとうございます。 

○主査（松坂吉則君） 石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） 一括です。 

土木事務所の金額が増額してきて、土木事務所の予算をいただいているんですけれども、今

こういう災害の多い時期、また、この豪雨等々において、土木事務所の業務が増えてきている

と思うんですけれども、それに対する予算の金額は先ほどお聞きしたんですけれども、人員は

どういう増になっていますか。その点をひとつお聞かせ願うのと、もう１点は、調整池は今、

雨が大変ですよね。 

 千葉市には、団地造成その他でいただいた調整池がかなりあると思うんですけれども、その

数と、今どのような管理体制でやっておるのか。 

 この下水については、かなりの投資をするというようなことが片方でありますけれども、ま

た片方では、それらをいただいた状況の中でそういうものをつくったと思うんだけれども、そ

れが今正確に稼働しているのか、していないのか。 

 要するに私どもとしては、みつわ台の調整池をきれいにしていただいたことによって、大分

地域での治水対策になったんですけれども、それらを見直すことによって、予算措置もかなり

変わってくると思っているんですけれども、力点は何かというと、やはり土木事務所の人員の

増員をぜひお願いをしたいと思います。 

 それから、この説明の中でも、事業計画を立てたはいいけれども、買収その他で事業が停滞

しているというようなものであるので、私は毎年言うんですけれども、やはりこの用地買収と

いうのは一つの技術だと思いますので、やはりその辺のローテーションをしっかりして、せっ

かく予算を通過したのに執行できないというようなことのないように、そういう土木事務所、

それから用地買収に関わる人員については、しっかりローテーションを考えてやっていただき

たい。 

 それで、そのときには、前任者が後継者にはよくこういうものでこうだというようなことと

かあると思いますので、その点ひとつよろしく、この３点をお願いします。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課です。 

 土木事務所の人員についてですが、推移のほうを申し上げます。技術職員のほうが令和元年

度106名に対しまして、今現在、令和５年度については122名ということでなっております。 

 あわせて、技能労務職の職員については、令和元年が33名に対して、令和５年が36名となっ

ております。 

 土木事務所のほうは、市民に密接な道路の維持管理等を行っているところでもございますの

で、引き続き人員の確保、あと、予算についても必要な予算を確保してまいりたいと考えてお

ります。 

○主査（松坂吉則君） 下水道維持課長補佐。 
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○下水道維持課長補佐 下水道維持課でございます。 

 本市が管理しております調整池は、全部で107か所でございます。管理体制ですが、オリフ

ィス点検という形で年に６回点検を行っております。 

 点検によって、調整池のオリフィスというんですが、そこにごみが詰まっていないかという

ところを清掃するという点検でございまして、適正に調整機能を果たすような点検を行ってい

るというものです。 

○主査（松坂吉則君） 下水道施設部長。 

○下水道施設部長 下水道施設部です。 

 オリフィス点検は、今ありましたように、ちゃんとたまって、また流れていかないというの

がありますので、それで草とかが詰まっていないかとか、夾雑物がないかとか、そういった形

で機能管理をしているところでございます。 

 先日の雨にも、いろいろ我々、先ほどありましたように107か所あるんですけれども、重点

的に見ている箇所がありまして、今お話が出たみつわ台調整池ですとか、坂月の調整池とか、

そういったところは我々も見ておりますし、この間の台風のときはパトロールも行っておりま

す。 

 溢水しないまでも、かなりの上まで、各施設の上に貯留しておりますので、機能は果たせて

いるのではないかと思っております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 建設局長。 

○建設局長 すみません、私から、土木事務所と、あと用地買収に関する職員の確保という点

で質問がございましたので、土木事務所の人員については先ほど課長が答弁したとおり、若干

技術職と、あと技能労務職については若干増えているという状況でございます。 

 ただ、やはり今、先ほどの質問別にありましたけれども、土のうステーションの用意であっ

たり、災害対応というのは、やはり我々もかなり気を使って人員を割いて対応をしているとこ

ろでございまして、引き続きこれについては一人でも多く人員が確保できるようなことを、私

としてはやっていきたいと考えておる所存でございます。 

 あと、用地買収のほうは、委員おっしゃっているとおり、やはり技術の継承だと私も思って

います。前は用地買収を事務職が結構やっていたんですが、もう本当に役所へ入ってからずっ

と用地買収に絡んでいたという経験を踏んで、その人からまた下の人が教わるというようなこ

とができたんですけれども、今はジョブローテーションということで、違った職場を経験させ

ようということでございまして、どちらかというとゼネラリスト、いろいろな経験を積んでい

くということをやっています。 

 ただ、そんな中でも、やはり用地買収というのはスペシャリストを私どもが育てなくてはい

けないということはございますので、これについては私のほうでもう少し人事当局に言って、

こういったところのスペシャリストを育てたいというようなことを引き継いでいきたいと考え

ておる所存でございます。 

 答えになったかどうかというのはありますが、また引き続き人員確保をお願いしたいと思い

ます。 

 以上です。 
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○委員（石橋 毅君） ありがとうございました。そういう面で、やはり土木事務所の職員と

いうのは、どちらかというと災害が起こると第一線で、非常に疲弊してくると、次の日の仕事

に差し支えるし、また、そういう中で、地元住民の要望もだんだんきつくなってくるという意

味合いがありますので、我々もそういう面で、土木事務所の職員の増については、何らかの協

力をしながら、他の部局に働きかけをしていきたいと思うところです。 

 それから、調整池につきましては、１か所つくるのに用地買収から何から、かなりの費用が

かかりますので、ひとつ調整池のこのぐらいの木も、今は加曽利のも、見ていただければもう

こんな木になっているんだから、それで、千葉市は要するに団地造成することによって、調整

池をいただきました。 

 だけれども、機能が果たせない調整池では困りますので、そういう面で、予算をそちらのほ

うに向けるよりも、今のものを十二分に活用していただけるように、大変なのは分かりますけ

れども、ひとつ隣を走っていて、その池が市の調整池ですということで、いつの間にか山林に

なっても困りますので、その点よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、技能職、用地買収の職員については、それはいろいろな職務を経験するのは組織

の一人としてはしようがないと思いますけれども、ただ、前の人が話したのが今度は次の人と

は話が違うとか、全然持ち帰ってまた相談してきますでは、これは話が進みませんから、その

点ひとつ熟慮しながら、配置をよろしくお願いをして終わります。ありがとうございました。 

○主査（松坂吉則君） それでは、あと２名残っていらっしゃるのと、ちょっと水道がまだあ

りますので、午後に回したいなと思います。 

 それで、再開を１時ということでよろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○主査（松坂吉則君） それでは、午前の部はちょっとこれで終了します。ありがとうござい

ます。 

 

午前11時57分休憩 

 

午後０時57分開議 

 

○主査（松坂吉則君） それでは、休憩前に引き続き分科会を開きます。向後委員 

○委員（向後保雄君） 一問一答でお願いします。 

それでは、既にもう聞かれたところもあるので、そこは省きたいと思いますけれども、もし

かして聞いているのをもう一回聞くかもしれません。それは御容赦いただきたいと思います。 

 まず、ほかの委員からもお話のあった、千葉外房有料道路の利用促進についてですけれども、

私もよく、たまにあそこの道を使いますけれども、利用者は増えているようには感じるんだけ

れども、どうなんでしょうか。増えているんでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木管理課から説明させていただきます。 

 利用者のほうですが、千葉市外房有料道路の誉田区間における交通量においては、平成17年

度に交通量調査、12時間の交通量調査を行ったところ、１万2,000台に対しまして、令和３年

度に行った交通量調査でいくと１万4,000台ということで、約2,000台ほど増加となっておりま



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

－34－ 

す。 

○委員（向後保雄君） 分かりました。 

 そうすると、私はよくその先の大木戸まで行くんですよ。そこから先、誉田区間の先という

のはどうなんですか。 

○主査（松坂吉則君） 緑土木事務所長。 

○緑土木事務所長 緑土木事務所です。 

 利用者の状況につきましては、午前中の説明にもございましたように、10月に調査を予定し

ていることとしております。ただ、道路利用者の意見などから、交通量が増えているというこ

とについては認識をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） では、10月になれば、具体的に何台とか、そういうことも出るという

ことで、よくカチカチとやる調査ですかね。分かりました。 

 増えると、非常にまた整備をしなければならない部分も出てくるのではないかと思うので、

移管を受けたということなので、しっかりとやっていただきたいと。 

 誉田を過ぎてからのあの途中に１か所信号がありますよね、私はさっき言ったように大木戸

まで行くんだけれども、途中に信号があって、あれは、一般道で、一般の人が自転車だとかで

結構通ったりするんですけれども、これは所管と関係ないかもしれないので、安全性について

心配だというところがあるので、それはまたほかでお願いしようと思いますけれども、そんな

思いはあります。危ないのではないかという。 

 高速道路ではありませんのでと書いてあるけれども、結構飛ばしますよね、私も飛ばしてし

まいますけれども、そういうことで、安全性が危惧されると思います。 

 それでは、外房有料については、交通量調査はこれからということなので、またその後に伺

いたいとして、都市モノレールのインフラについての11番、これは、設備更新等に６億7,000

万円ぐらいかかっているんですけれども、この設備更新の内容を教えてください。 

○主査（松坂吉則君） 土木保全課長。 

○土木保全課長 土木保全課です。 

 設備更新の内容なんですが。軌道げたや支柱などを塗り替える塗り替え塗装、昨年度は作草

部駅、天台駅間を約１億4,000万円で、あと、軌道を切り替える分岐設備というものがありま

して、それの更新改良を３か所やっております。それが7,200万円です。 

 あと、停留所施設の転落防止床、駅でモノレールが止まるところのちょうど床の面になるん

ですけれども、そちらと外壁の補修を、全部で５つの駅で実施しておりまして、３億900万円

です。 

 あと、駅の屋根の修繕、あとエレベーターの修繕等が１億4,700万円、内容としては以上に

なります。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） ありがとうございます。これは、いわゆるこれが道路だということで

市がやっているということなので、あれの設備自体は、軌道というか、あれは市のものですよ

ね。ですから、支柱含め市のものということで管理しなければいけないということなんでしょ
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うけれども、気になったのは、その下の２つ目、施設の維持管理に関する協定書というのがあ

るんですけれども、協定書に基づいて１億6,000万円ぐらい出ているということなんですが、

モノレールを見ると、単年度の利益が２億1,500万円出ているんです。 

 その単年度の利益が出たからといって、この金を戻してくれというのはないので、これは都

市局のほうの所管でしょうから、それはいいとして、であれば、この維持管理に関する協定書

というのは、これからもずっとやっていくつもりなんですかね。利益が２億1,500万円出てい

るんだから、これは出さなくてもいいのではないかという思いもあるんだけれども、この辺に

ついて見解を伺います。 

○主査（松坂吉則君） 土木部長。 

○土木部長 土木部でございます。 

 負担金につきましては、自由通路が主に対象となっております。モノレールの利用者だけで

はなくて、一般の方も利用されるということで、道路施設ということで、日常の維持管理費、

清掃ですとか、電気代ですとか、そういったものを道路管理者として負担をしております。 

 ですので、モノレール利用者だけであれば、委員のおっしゃったようなことでよかろうと思

うんですが、一般の利用者も使っているということで、道路管理者で負担をしております。 

 それは、私どもに代わってモノレール会社のほうに維持管理を任せてやってもらっているの

で、モノレールの例の施設と一緒に清掃をして、管理をしているということで、それにかかっ

た費用は、道路管理者が払うべきものということで負担しております。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） 分かりました。ただ、単純に利益が出ているんだったら少しこの協定

書を見直すべきではないかと思ったんだけれども、そういう一般の人も通っているところであ

れば、市としてやらざるを得ないと思います。それをモノレールのほうに出してもらっている

のでという意味ですかね。分かりました。 

 そうしたら、モノレールについてはそんなわけで、これは都市局のほうの所管なのであれな

んですけれども、こういったものは全て道路だから、市がやらなければならないと思います。

もともとそういうすみ分けをしたということについて、それをとにかく今言ってもしようがな

いんだけれども、なかなかこのモノレールだけで黒字というのは、車両についての補助をして

やったりとか、そうしなければできないということなので、やむを得ないんでしょうけれども、

公共交通インフラですから、仕方ないと思いつつ、もっと健全経営をしてもらえるように努力

してもらうことを、都市局のほうに言いたいと思います。 

 それでは、モノレールは以上です。 

 それから、道路部のほうの357のところなんですけれども、空間の利用を、一応前にお願い

して、昔、歩道橋があったじゃないですか、それがなくなったので、千葉みなとというか、あ

っちのほうの人たちが渡れないので、何とか渡れるような設備をということで、国道等の協議

をしてもらって、横断歩道をつくってもらったんですよね。 今はその千葉銀に近いほうの、

いわゆる登戸交差点に近いほうから、クランク型の信号をつけない、安全性を確認をしつつと

いうような話だったんですけれども、この安全性はまだ確認が取れないんですかね。そこを聞

きたいです。 

○主査（松坂吉則君） 広域道路政策室長。 

○広域道路政策室長 道路計画課広域道路政策室です。よろしくお願いします。 
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 今お話のありました、信号なしのクランク式の横断歩道についてですけれども、千葉国道事

務所のほうにも確認を取りました。千葉国道事務所によりますと、先に整備した登戸１丁目の

ほうの横断歩道の利用状況を見極めた上で、当該箇所の設置を検討していくと伺っております。 

 現在に至るまで、特に大きな事故は発生していないんですけれども、引き続きその利用状況

を注視しているというところでございまして、現在のところはまだ具体的な整備時期について、

お示しすることができないというところを伺っております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） 分かりました。それと、この空間については、キッチンカーが来たり

とか、いろいろと行事をやっていますけれども、今後どのように対応していくのか、あの空間

をどう活用していくのか、その辺についてお聞きしたいと思います。 

○主査（松坂吉則君） 広域道路政策室長。 

○広域道路政策室長 道路計画課広域道路政策室です。 

 上部空間の利活用の今後についてですけれども、今後、日常的ににぎわいが創出できるよう

にしていきたいというところでございます。そのためにも、市民の皆様や民間事業者の方々の

意見を聞きながら、国と千葉銀行等と本市で連携して取り組んでいきたいというところでござ

います。 

 なお、この秋、自転車教室とか、パラスポーツ体験とか、マルシェとか、そういったことを

できるイベントを開催する予定で、関係機関と調整している、そんなところでございます。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） 了解しました。先ほど、前の答弁で、登戸交差点に近いほうは必ずし

も安全だという確認が取れていないということなので、いわゆる市役所に近いほうの、もう既

にできているけれども、まだそこは開通されていないということで、いずれできるだけ早く開

通してあげたいという気持ちがあるので、そこは引き続き確認をお願いしたいと思います。 

 上部空間については、いろいろオリンピックのときにスケボーがはやったりとかしたので、

中央公園で結構スケボーをしている若い人もいるんですけれども、夜になるとあまり人のいな

いような場所であれば、暗いとできないけれども、音もうるさくなくて、うるさいんだろうけ

れども、あまり響かなくてとか、そういった活用もここでできるのではないかと思ったんだけ

れども、いろいろスケボー用の設備も必要でしょうからね。そんな活用もできたらいいと、そ

れは思いとして言っておきたいと思います。 

 それから、次、これは先ほどどなたかが質問したかもしれないけれども、松波要町線につい

ての、235ページですかね。あそこは１か所だけどいてくれなくてまだ整備がされていないと

いうのがあるんだけれども、これは今後どうなっていくのか、今後の整備予定をお伺いしたい

です。 

○主査（松坂吉則君） 街路建設課長。 

○街路建設課長 街路建設課でございます。 

 松波要町線のその１件につきましては、昨年度の物件調査に書いてありまして、それを実施

したところでございまして、現在、その取得に向けた交渉を実施中でございます。 

 こちらは交渉がまとまりますと、千葉駅北口入口交差点までの区間の整備が可能となります
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ので、御協力がいただけるよう、引き続き粘り強く交渉を進めてまいります。 

 買収ができましたら、早期に整備のほうに着手したいと考えております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） ありがとうございます。松波のあそこの場所だけが出っ張っているよ

うな状況なので、ぜひ早く整備していただきたいと思います。 

 それから、もう一つ、自転車を活用をしたまちづくりの件ですけれども、自転車政策課です

か。今はヘルメットは義務ではないけれども、義務化で、強制ではなく、罰則があるわけでは

ないけれどもということで、一応はヘルメットをかぶっていない人がいたら、かぶらないと駄

目なんですよという話をしているんだけれども、年中自転車で通っている人の話だと、まだ自

転車の道が整備、今青くしてやっているじゃないですか。それがまだまだ整備されていない中

で、そんなこと言われてもと言われてしまったんです。 

 ですから、今後、その自転車走行路線の表示を今年度もやっていると思いますけれども、４

年度もね。進捗状況を教えてください。もう誰が聞きましたか、もう一回教えてください。 

○主査（松坂吉則君） 自転車政策課長。 

○自転車政策課長 自転車政策課でございます。 

 令和26年度までに、約330キロを、自転車レーンや矢羽根など、自転車走行環境を整備する

計画でございます。令和４年度末で、その24％になるんですけれども、約78キロの整備が終わ

っている状態でございます。計画に対しまして、おおむね整備が進んでいるという状況ではご

ざいます。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） 結構です。聞き漏らして、すみません。 

 先ほど申し上げたヘルメットの義務化をきちっとやるには、やはり道路が整備されていない

とまずいと思うので、ぜひできるだけ早く整備していただくように要望しておきます。 

 そうしたら、あと、雨水対策についてお聞きしたいんですけれども、今この間の雨でもあま

り、中央区も床下ぐらいになったところもあるけれども、ほかと比べると、中央区については

そう大したというか、被害を受けた方にとっては大したと言ってはまずいんだろうけれども、

でも大分雨水管、貯留管とか、そういうものの整備も進んでいるのかと思うんですけれども、

ゲリラ豪雨に対する対策というのは、市とするとどういう思いでいるのか、教えていただけま

すか。ゲリラ豪雨対策は十分進んでいるというのであれば。 

○主査（松坂吉則君） 雨水対策課長。 

○雨水対策課長 雨水対策課です。 

 通常の大雨とか、そういう対策については、緩和、軽減対策ということをやっていますけれ

ども、やはりゲリラ豪雨というところだと、なかなか集中的に降られると、施設のやはり能力

をオーバーしてしまうというようなところもございますので、私どもでできる範囲内は対応し

ているんですけれども、その他は、例えば、個人で防水板をつけていただくとか、あとは浸透

施設をもっとあちこちつけてもらうとか、そういった自助という対応が必要になってくるので

はないかと思っております。 

 以上です。 
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○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） 分かりました、市でやるべきことはやらなければいけないと思うので、

そこはしっかりとゲリラ豪雨対策という、市としてはこういうことをしっかりとやっています

という態度を示してもらいたいと思います。 

 自助という部分についても、広報しないといけないし、それに対する補助だとかというのも

広報しなければいけないし、そういう意味で、しっかりと対策をしていただきたいと思います。 

 それからもう一つ、電線共同溝の整備なんですけれども、電線共同溝をする場所は、何か基

準があるんですかね。 

○主査（松坂吉則君） 土木保全課長。 

○土木保全課長 土木保全課でございます。 

 今、千葉市無電柱化推進計画には、防災拠点、都市災害の防止、あと、安全で快適な歩行空

間の確保、都市景観の向上、地域活性化の考え方の下、推進計画を進めておるんですけれども、

その中でも、今後令和10年までの今の推進計画の中では、都市災害の防止というところに重点

を置いて計画をしております。 

 具体的には、インターチェンジから緊急輸送道路、もしくは緊急輸送道路等災害拠点病院を

連絡する路線を優先的に進めております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） 分かりました。では、そういった基準というのがあって、それに基づ

いて進めているということですね。 

○主査（松坂吉則君） 建設局長。 

○建設局長 今、私どもの課長が説明したのは、電線共同溝の計画を千葉市で持っているもの

でございまして、委員がおっしゃっている、どこを電線共同溝を選定するかという基準はござ

いません。私どもで防災上必要な路線を位置づけて、それを計画に盛り込んで、それを今、事

業化しているということでございます。 

 強いて言うなら、位置づけたところについては法律の縛りがあるので、管理だとか、そうい

ったことで縛りが出てきますけれども、選定する基準というのは特に今ございません。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 向後委員。 

○委員（向後保雄君） そうすると、今課長が言われたような災害だとか、そういった点を考

慮して、ここは何かもしあったときには電線があっては困るので、そういったところを基準と

して考えて、進めていると。特に、こういうところにつけなければいけないとか、こういう基

準がなければいけないとかということはないということなんですね。分かりました。 

 私からは以上です。 

○主査（松坂吉則君） ありがとうございます。 

 では、小松﨑委員。 

○委員（小松﨑文嘉君） すみません、早速質問します。一問一答でお願いします。 

 先ほど、土木事務所の話が出ていたんですけれども、ここ何年かの予算の推移について、土

木事務所としての予算がどうなっているか教えてください。 
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○主査（松坂吉則君） 土木管理課長。 

○土木管理課長 土木事務所関係予算の推移ですが、過去10年から説明させていただきますと、

平成25年度予算については約58億円で、今から５年前の平成30年度については71億円、そして、

令和５年度の予算は、補正を含めまして97億円という推移になっております。 

○主査（松坂吉則君） 小松﨑委員。 

○委員（小松﨑文嘉君） 増えてはいるようなんですけれども、その間にも結構推移があった

ので、これは要望なんですけれども、この15年間ぐらいでしたか、鶴岡前市長の２年間と、そ

れから熊谷前市長になってからと今の部分の、先ほどの今の土木事務所に関連する予算のほう

の資料があれば後でください。 

 その上で、まず御意見等を申し上げたいんですけれども、先ほどから亀井委員も質疑されて

いましたけれども、通学路の問題があってから非常にパトロールをよくやっていただいている

んですよね。本当に白線が消えていて困るとか、横断歩道が消えて困るというのはすごくよく

なったので、それを置いておいて、実は最近やはり道路の草がひどいなと。 

 街路樹というか、街路樹の足元。特に、国道16号とか、51号だとか、126号でしたか。あち

らの辺りの道路の街路樹は何とかならないのかと、こういう声を結構いただいておりまして、

実は、うちの会派でも意見が出て、都市建設委員会に出たら言っといてくれという意見ありま

した。 

 かといって、そればかりやると、また白線が消えてしまったりするので、ぜひ我々、今日多

分うちの会派だけではなくて、皆さんも同じだと思うんですけれども、ぜひ土木事務所自体に

予算を増やしていただいて、道路の白線が消えかかっていたり、交通安全のものが消えたり、

特に、国道事務所さんとの絡みがあって難しいところは承知しておりますので、ぜひ協力しな

がらこの辺のところをやっていただきたい。 

 また、あと、同じ草刈りシリーズになるんですけれども、この土木事務所とは限らないんで

すね。下水道維持課とか、そういうところに絡みまして、水路の周りの草刈りとかが、結構場

所によって担当が違ったりするんですよね。 

 そうすると、こっちだけやって、こっちはやらないのかという声があったりするもんですか

ら、これは何度か以前もこちらで言ったことがあるのですが、各部署で連携していただいて、

何月頃に刈るとか、一緒にやるときはなるべく同時期にやったほうが、周りの理解を得やすい

と思いますので、よろしくお願いします。 

 次に、２問目の質問をさせていただきたいと思います。 

 宇那谷第２水路とか、宇那谷水路についてお聞きしたいと思うんですが、これは千葉市だけ

ではなくて、他市も関係ある状況なんですけれども、以前は平成26年には終わるという話も聞

いたりしたんですけれども、今の状況ではどんな見込みなのか、教えてもらえたらと思います。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 雨水対策課長。 

○雨水対策課長 雨水対策課です。 

 宇那谷２号排水路の全体の計画でよろしいでしょうか。勝田川の最上流部、宇那谷橋から稲

毛区の小深町まで、全長が3,230メートルございますが、平成28年度から、宇那谷橋から950メ

ートルの区間を第１期の事業区間として用地買収から進めております。 

 現在、工事のほうは、令和４年度末では75メーター程度しか終わっていなかったんですが、
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今年度、令和４年度の繰越し工事が終わりまして、延長が178メートル、全950メートル区間で

いうと整備率は19％になってございます。 

 用地買収のほうは、この１期事業区間では、令和４年度末で86％の用地取得が終わっている

と、そういう状況でございます。 

○主査（松坂吉則君） 小松﨑委員。 

○委員（小松﨑文嘉君） もちろん、当然下からやっていくところを、若干小深の辺りは意外

と人が住んでいるところが多いんですよね。ただ、そういった事情もあってやっていただいた

んですが、やはり先ほどからお話があったように、結構雨が降ると大変なことになりまして、

床上も１件出てしまったということがあったものですから、この前も平滑化ということで最上

流部、やはり人が住んでいるところだけやっていただいたんですけれども、漏れてしまったん

ですね。 

 なので、今度はあまりお金をかけないで、例えば、その水路の上に蓋がしてあるんですけれ

ども、例えば、周りにブロックをして、周りに漏れづらくするとか、あとは、下からの工事も、

なかなか不調があったりもするということなので、ぜひ工夫をして、なるべく進めていただく

ように要望したいと思います。 

 ３点目、最後の質問になりますけれども、稲毛の５丁目辺りで、今崖のほうを要望しておる

んですけれども、崖地対策はどのような状況になっているか、教えていただければと思います。 

○主査（松坂吉則君） 総合治水課長。 

○総合治水課長 総合治水課、林です。 

 急傾斜地の稲毛教習所、５丁目の進捗状況ですが、当該箇所は県事業になりまして、令和２

年度から測量、設計などを順次実施しております。稲毛教習所側につきましては令和５年度、

稲毛中学校側については７年度の工事発注予定であると、県のほうから聞いております。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 小松﨑委員。 

○委員（小松﨑文嘉君） ぜひ頑張ってください。よろしくお願いします。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） さっきの小松﨑委員からの、土木事務所の予算の資料が必要な方は、

一応みんなに配りますか。（「頂けるのであれば」と呼ぶ者あり）では、取りあえず全員にく

ださい。 

 それでは、以上で審議を終わります。ありがとうございました。 

［建設局退室］ 

 

水道局所管審査 

○主査（松坂吉則君） それでは、次に水道局所管の令和４年度決算議案の審査を行います。 

 委員の方はサイドブックスの３番、水道事業会計の決算書でやりますので、よろしくお願い

します。 

 それでは、説明をお願いします。水道局長。 

○水道局長 水道局でございます。よろしくお願いいたします。着座にて失礼をいたします。 

 令和４年度水道事業会計の決算につきまして、水道局次長より御説明をいたします。なお、
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事業の概況につきましては、19日に行われた総括説明におきまして既に御説明しておりますの

で、省略をさせていただきます。 

 では、よろしくお願いいたします。 

○主査（松坂吉則君） 次長、どうぞ。 

○水道局次長 水道局次長の神田でございます。どうぞよろしくお願いいたします。座って説

明させていただきます。 

 別冊の水道事業会計決算書をお願いいたします。 

 まず、決算書の２ページ、３ページを見開きで御覧ください。 

 表の金額につきましては、1,000円未満四捨五入で御説明いたします。 

 初めに、収益的収入及び支出ですが、収入は第１款・水道事業収益の決算額21億1,554万円

で、予算額に比べ6,513万3,000円の減になっております。減額の主なものですが、第１項・営

業収益において、水道使用料が見込みを下回ったことや、第２項・営業外収益におきまして、

人件費の減などに伴い、一般会計からの補助金が減になったことなどによるものでございます。 

 次に、支出は、第１款・水道事業費の決算額20億5,654万7,000円で、翌年度繰越額合計742

万5,000円を差し引きました不用額は、5,499万4,000円となっております。不用額の主なもの

ですが、第１項・営業費用におきまして、人件費のほか、建設改良工事の繰越しにより、減価

償却費や資産減耗費が減となったことなどによるものでございます。 

 続きまして、４ページ、５ページを見開きで御覧ください。 

 次に、資本的収入及び支出ですが、収入は第１款・資本的収入の決算額15億5,636万6,000円

で、予算額に比べ４億4,538万7,000円の減になっております。減額の主なものですが、第１

項・企業債が事業の繰越しなどに伴い、減となったものでございます。 

 次に、支出は第１款・資本的支出の支出の決算額19億9,773万5,000円で、翌年度繰越額合計

４億1,078万3,000円を差し引いた不用額は、3,359万3,000円となっております。不用額の主な

ものですが、第１項・建設改良費が工事請負費や委託料の契約差金などにより、減となったも

のでございます。 

 この結果、表の下、欄外に記載しております資本的収入額が資本的支出額に不足する額４億

4,136万9,000円は、当年度分損益勘定留保資金などにより補塡いたしました。 

 最後に、37ページをお願いいたします。 

 ページの下のほうにございます注記の４、その他、（１）貸倒引当金の取崩しについてです

が、当年度におきまして、未収金16万2,000円を不納欠損処理をすることとなりましたため、

貸倒引当金を同額取り崩しました。 

 これは、水道使用料の未収金のうち、催告や納付交渉に努めたものの、消滅時効に係る時効

期間が満了いたしましたため、千葉市債権管理条例に基づき、債権放棄を行ったことによるも

のでございます。 

 説明は以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 一問一答です。 

最初に基本的なところなんですけれども、霞ヶ浦開発事業負担金ですとか、房総導水路建設

事業負担金の支出の状況というのは分かりますでしょうか。会計のほうで見ると、取得内訳で

は当年度支払いがゼロ円となっているので、それとの関係を教えていただけますか。 
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○主査（松坂吉則君） 水槽総務課長。 

○水道総務課長 水道総務課長でございます。 

 房総導水路は、現在は管理費負担ということで、水資源機構のほうに水源、権利を持ってお

りますので、管理に要する費用を負担しております。令和４年度の決算ですと、房総導水路で

約6,300万円弱、霞ヶ浦開発のほうで1,500万円ほどということで、毎年支払いをしております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 毎年ということで、それだけ金額がかかるということで、分かりま

した。 

 では、次に、水道施設の老朽化ということが言われていますけれども、昨年度の老朽化対策、

水道管の更新状況と、今年度についてどのような状況かお示しください。 

○主査（松坂吉則君） 水道事業事務所長。 

○水道事業事務所長 水道事業事務所長の武田でございます。よろしくお願いいたします。 

 昨年度の令和４年度ですが、緑区土気町における配水管を約270メートル、それと、大木戸

西沢橋水管橋、そして、平川浄水場の自家用発電設備等を更新いたしました。 

 また、今年度でございますが、緑区高津戸町と越智町において、配水管約720メートルを、

大木戸橋水管橋、それと、平川浄水場の運転操作設備等の更新を行います。 

 加えて、大木戸浄水場の電気機械設備更新のための設計業務を今年度実施いたします。 

 説明は以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） それに関わるというか、今後の老朽化対策に関わっての水道事業会

計の収支の見通しについてもお願いします。 

○主査（松坂吉則君） 水道事業事務所長。 

○水道事業事務所長 水道事業事務所でございます。 

 水道施設の老朽化の対策ですが、千葉市水道事業中長期経営計画に基づきまして、各年度の

事業費を年平均5.6億円に平準化しながら、計画的に実施しているところでございます。 

 これによる今後の収支の見通しでございますが、一般会計繰入金の額で申し上げますと、令

和12年度までの計画期間中で15億円から16億円台で推移する見込みでございます。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） 水道事業は、一般会計の繰入れに頼らざるを得ないというところが

大きいと思います。いろいろ私どもの会派でも、ガス、電気に続いて、水というのはすごく大

事なことなので、それについてはいろいろとあるかもしれないですけれども、給水されている

地域の方々への、そういった対応をぜひお願いしたいということです。 

 あともう１点、大きく１点は、県営水道との協議です。いろいろ統廃合のこととか、あとは

統合の話とかというのは以前出ていたと思うんですけれども、千葉県水道の広域化推進プラン

への千葉市の統合の位置づけについてはどうなっていますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 水道総務課長。 

○水道総務課長 水道総務課長でございます。 
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 千葉県のほうで、本年３月に水道広域化推進プランが策定されております。県内の水道事業

の基盤強化ということで、そのための当面の施策ということで、プランが策定されたというと

ころなんですけれども、この中で、本市が求めてまいりました県営水道との統合は、位置づけ

られないということで、プランのほうは出来上がっております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） それについて、千葉市のほうは要望というか、協議してほしいとい

う話をしていると思うんですけれども、県のほうの反応はいかがでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 水道総務課長。 

○水道総務課長 プランにおいて、統合が位置づけられなかったということで、当面の施策と

しては位置づけられないということで出ておるんですけれども、今後についてということにな

りますと、本市が属する京葉ブロックは、全部で11市ございます。これは千葉県営水道が給水

している地域が11市にまたがっておりまして、この11市と、県営水道がともに理解、納得でき

る形を目指して、検討、協議を継続していくというようなことが、プランの中でうたわれてお

ります。 

 これは、私どもが求めてきた統合に当てはめるとどうなるかというところなんですけれども、

統合に当てはめてこれを考えた場合、ちょっと実現に向けたハードルは高いと認識しておりま

す。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） そうなってくると、事務的なところでの対応よりは、やはり県知事

と千葉市長との話合いがいつ持たれるかというのが一番重要になってくるのではないかと思う

んですけれども、その当たりはどうなんでしょうか。協議、議題にやはり載せていかないと、

結局ずっと引きずっていってしまうかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 水道総務課長。 

○水道総務課長 令和３年７月になりますけれども、第１回千葉県と千葉市の連携推進会議と

いうことで、知事と市長によります連携推進会議、開催されまして、その中で未活用水源、は

じめといたします、市営水道の課題解決と、あと、県内の水の安定供給、この両方に資する効

果的な手法を県知事双方の所管部局で検討しましょうということで、これまでも検討を続けて

きております。 

 私ども、これに基づいて、まずは実現可能な広域連携ということで、県と引き続き協議をし

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） なかなかハードルが高いというのは、十分承知の上で質問している

んですけれども、引き続きいろいろなチャンネルを使って、この部分での協議が行われるよう

に望みたいと思います。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） 吉川です。よろしくお願いします。私は一問一答で、２点です。 
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 １点目は、15ページ、16ページに、令和４年度の事業報告書、概況等々載っていますけれど

も、令和３年からの中長期経営計画、令和４年度の事業実績と経営状況がありますけれども、

いわゆる中長期計画の進捗状況について教えてもらえますでしょうか。 

○主査（松坂吉則君） 水道事業事務所長。 

○水道事業事務所長 水道事業事務所でございます。 

 水道事業の中長期経営計画の進捗状況でございますが、浄水場等の設備については、平川浄

水場の設備更新をおおむね計画どおり実施してきております。管路についてでございますが、

管路の耐震化率が、令和４年度末の目標としましては44％ではございましたが、実質43％とな

っておりまして、１％遅れとなっている状況です。 

 これは、工事費の高騰による事業量の縮小や、技術者不足等に起因する入札不調などから、

遅れが生じたことによるものでございます。引き続き、事業を計画どおり執行するために、さ

らなる工事費の縮減や施工業者の技術者の余裕がある時期、そういうところを見定めて工事発

注を行っていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。おおむね進捗どおりということで認識いたし

ました。 

 では、最後に、この令和４年の決算を踏まえて、実質若葉区、緑区になるわけですけれども、

上水道に関して、様々、浄水場とか、事業をやっている話がありますけれども、緑区、若葉区

のそれぞれの地域課題についてどのように認識されているか、お示しください。 

○主査（松坂吉則君） 水道事業事務所長。 

○水道事業事務所長 水道事業事務所です。 

 地域課題ですが、若葉区については、現在ちばリサーチパークという浄水場から排出してお

ります下田町地区、こちらの水圧不足が過年度から課題と認識しております。 

 この課題を解決するために、今隣接する高根給水場からの排水管整備を令和２年度から行っ

てきておりまして、令和６年度中には解消する予定で今進めているところでございます。 

 緑区についてでございますが、浄水場等の施設や管路の老朽化が、先ほどより課題と認識し

ているところです。しかしながら、先ほど申し上げましたとおり、工事の入札不調等によりま

して、管路の更新工事等の遅れが生じる状況でございます。 

 以上です。 

○主査（松坂吉則君） 吉川委員。 

○委員（吉川英二君） ありがとうございます。認識いたしました。先ほどの連動する広域水

道ですね。県との絡み、それは先ほどもあったんで、私のほうから話はしません。 

 緑区、若葉区ともに様々な地域課題、入札不調等々いろいろあると思いますけれども、少し

でも進めていけるように、引き続きよろしくお願いいたします。 

 私からは以上です。 

○主査（松坂吉則君） 石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） 一問一答です。 

御苦労さまでございます。若葉区ですので、水道は今残っているのはどういう町内になって
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いますか。例えば、今御殿まで行ったとか、その先の検見川はどうなっているとか、その辺の

ところはどうなっているのか。事業、営業は。 

○主査（松坂吉則君） 水道局次長。 

○水道局次長 現在、未普及地区につきましては、全て若葉区でございますけれども、小間子

町、富田町、中野町、和泉町、古泉町、佐和町の６町でございます。 

○主査（松坂吉則君） 石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） それで、お願いをしたいのは、事業を行うときに、もう今高齢者です

から、宅地が広い、工事費がかかる、では、うちはいいですというような状況になるので、事

業を行うときに、千葉市として何らかの支援策を取っていただかないと、なかなか普及率、ま

た、引いても回収率は50何％というように増えるような状況になりますので、事業を円滑に、

せっかくやったんだから、利用率者を増やしていただくためには、高齢者のそういう宅地に対

しましては、市として支援策を講じていただきたいのが１点あります。 

 次に、あそこは更科町に100メーターの井戸がありますよね、２本を暫定的に堀ったもの、

あれは今、令和４年時点でどういう状況になっているんですか。 

○主査（松坂吉則君） 水道事業事務所長。 

○水道事業事務所長 すみません、更科町の暫定的な掘った井戸というのは、私は分かりかね

るんですが、更科町には私ども若葉区に実際給水しているところが、県から受水している高根

給水場、あと、井戸をくみ上げるのにちばリサーチパーク浄水場と、更科浄水場というのがご

ざいます。 

 そちらの更科調整場の井戸のことをおっしゃられているのであれば、現在も稼働して、くみ

上げて、皆さんのほうに給水を行ってございます。 

○主査（松坂吉則君） 石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） 分かりました。ありがとうございます。 

 それで、高根か、あそこに一つつくったのがあるんでしょう。あそこから今度は下田のほう

に管を入れていくというようなことで、これは決算に関係するかどうか分かりませんけれども、

金親町がかなりうちのところを通るんだけれども、自分のところは水道を引いてくれないとい

うような経緯があったようでございますけれども、その点についてはどのように解決したのか。 

○主査（松坂吉則君） 水道事業事務所長。 

○水道事業事務所長 水道事業事務所でございます。 

 委員のおっしゃるとおり、金親町は千葉県営水道区域の給水区域でございまして、下田町の

給水不足を解消するために、高根給水場から金親町も経由しながら地元に送らなければいけな

いという地域的な問題があって、そこは工事も進めさせていただいているところでございます

が、今、県営水道との協議を進めているところでございますが、うちが入れている管を沿線の

方々が利用できないかということで、県とは協議を進めているところでございます。 

 以上でございます。 

○主査（松坂吉則君） 石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） ありがとうございます。では、ひとつ県営水道区域だけれども、旧村

だから、結局団地は水道を県営水道にした。そのときに仲間に入ればよかったんだけれども、

入らないで、そのまま自分の井戸で対処してきたと。 

 だけれども、今度はその先に市営水道が行くのに、何でうちの地下を通って、その水道管を
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市営水道として使えないかという話が起こってきていると思うんだけれども、県営水道と今、

話合いを進めているということは、要するに、千葉市が県にそれを委託するということになる

のか。 

○主査（松坂吉則君） 水道事業事務所長。 

○水道事業事務所長 基本的には、県営水道の区域ですので、県が供給することになります。

ただし、うちのほうの水道管を活用して配っていただく。うちは必要な経費は県から頂くとい

うような形で、今入れている管の沿線の方々には活用できるような状況で、今県と調整は進め

させていただいています。 

○主査（松坂吉則君） 石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） なぜそれを聞いたかというと、下田のほうの人はいつ来るかと待って

いるわけです。だけれども、真ん中でそれが止まってしまっているから進まないと。すると、

今度はこっちも今度はごねてくると、事業がせっかく行ったのに駄目になるというようなこと

になるので、早くその問題を解決して、それで待っている人たちのために、市営水道を使える

ような施策をやっていただくと同時に、やっていただいたならば、さっき言った市としての支

援策を講じて、一件でも多くこの水道を利用していただけるようなことを取っていただくこと

をお願いして、終わります。 

○主査（松坂吉則君） それでは、水道局の審査を終わります。 

［水道局退室］ 

 

指摘要望事項の協議 

○主査（松坂吉則君） まず、建設局と水道局のほうの指摘要望事項についてを審議したいと

思いますけれども、いかがですか。桜井副主査。 

○副主査（桜井秀夫君） 全体として一番多かったのは、トータルとして雨水対策でまとめら

れるような話が非常にほぼ全員から出ていたかと。貯水池の管理、適正管理から、排水施設を

ちゃんとやりなさい、整備しなさいという話から、ミクロな貯留槽でしたか、貯水槽でしたか。

あと、防水板とか、そういうのも含めて、トータルでもうしっかり近年の豪雨対策をやりなさ

いというような、そんな話が目立ちました。 

 それで、もう１個は、意外に電線共同溝が多かったですかね。ただ、これは全体としてこう

しろという話には多分まだなっていなかったかもしれないと。やれということはやれというこ

となんでしょうけれども。 

 それで、あとは土木事務所の人数ですね。 

○主査（松坂吉則君） 土木事務所の予算の獲得と人員の整備は、昨今災害もあるし、人が足

りなくなってきているということを踏まえると。（「それは建設局の指摘要望事項。水道局は

水道局でしょう」と呼ぶ者あり）併せてです。（「今日のやつは今日のやつで一つ」と呼ぶ者

あり）そうです。小松﨑委員。 

○委員（小松﨑文嘉君） そうしたら、雨水対策をしっかりやるようにという言いっぷりにし

ながら、その他、地域にまつわる生活に関する土木予算を上げろみたいな、両方入るからそん

な話でいい。 

○主査（松坂吉則君） 今、その雨水対策と、あとは皆さんが結構聞いていたのは、やはり土
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木事務所の予算だとか、人員をもう少し増やしてほしいとかという話は、結構いろいろな人か

ら出ていたので、どっちも使えるという感じなんですけれども、合わせ技でいけるのであれば。

小松﨑委員。 

○委員（小松﨑文嘉君） だから、雨水対策が喫緊の課題となっているが、土木事務所をしっ

かり活用し、予算や人員についてもしっかり整備することみたいなものを膨らませて言えばい

いのではないですか。 

○主査（松坂吉則君） では、雨水対策と、土木事務所の全体的な予算の中で、災害もうまく

絡めながらつくってみましょう。それでいいですかね。（「はい。それでいいと思います」

「正副にお任せします」と呼ぶ者あり）では、一任してもらえれば、それでやってみます。 

 では、今日のはそれでいくんですが、皆様のところにお配りしてある、都市局のほうの指摘

要望事項です。 

 皆様から出たように……（「いいですか」と呼ぶ者あり）石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） ここにこれがどういう位置づけになるか分からないけれども、既存バ

ス路線の維持のための支援充実に努められたいというので、この充実という前後に何かいいこ

とが、ある程度のブレーキを踏みながら支援策を充実していただくということで、これは私の

理解が間違っているかもしれませんが、これをやっていると審査、金額が増大していってしま

うのかと危惧をしているもので、言わせていただきました。 

○主査（松坂吉則君） これは、バス路線も、あと、デマンドタクシーとかもそうですけれど

も、要するに公共がどこまでお金を出すかということを注視しながらということですよね。で

は、その部分を入れておきましょうかね。石橋委員。 

○委員（石橋 毅君） あくまでも民間企業の仕事への支援だから、市の持っている交通機関

ではないので、検討してください。 

○主査（松坂吉則君） 分かりました。税金の使い道として、どこまで支援をできるのかとい

うこともありますので、そこを注視しつつという形で入れてみましょうか。それでいいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）では、それでよければ、ここの都市局の指摘事項は、地域の足につ

いて今後どうしていくのかという話を指摘しておきたいということで、それでやってみます。 

 また、９月27日のときに、今度、建設局と併せてつくりますので、それを御提案するように、

今の素案を含めて提示したいと思います。 

 それともう一つ、空き家対策についての調査検討です。これも見てもらったとおり、こんな

形で進めていきたいと思っています。これをどこで時間を取ってまたやるかというのは、少し

考えていこうかと思いますけれども、内容としては、皆様からいただいた意見を加えながら、

こういう形でやっていこうと思います。 

 報告しておかなければいけないのが、国のほうの抽出型調査、抽出型で拡大する住宅土地の

調査があるんですけれども、これが今年度始まって、来年度調査結果が出てくるということな

んですけれども、市としては、この間説明に来たときに、その調査結果が出てから市の独自詳

細調査を始めたいという意向なんですね。 

 私と副主査がそれを聞いたんですが、なるべく本来は詳細調査を早くやってほしいとお願い

はしたんですが、いろいろ諸事情がというか、これは……。桜井副主査。 

○副主査（桜井秀夫君） 法改正に伴う、新しい管理不全の空き家の対応が今年末から来年に

かけて、かなりの業務量が来てしまって。 
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○主査（松坂吉則君） 管理不全空き家が多分調査として相当上がってくるでしょうと。それ

を把握するのだけでも人的に足りない。本来ならば、詳細な調査をやらなければいけないこと

も分かっているが、人員が足りないというスタンスですね。 

 なので、そこをどのように持っていくかという話なんです。 

今年度法改正して、管理不全空き家というものを認定するとなると、もう既に横浜市では今

議会で条例で通っているわけですね。向こうのほうが全然早いんですけれども、ニュースで見

てもらえば分かるんだけれども、そういう形で管理不全空き家を早く見つけ出そうという動き

をほかの政令市がもう見せているんです。 

 そういう流れの中で、その把握が来年、人がいなくて追いつかないから、調査が難しい。だ

から、翌年にやろうという話になります。（「今の時点では人も予算も取れないということ」

と呼ぶ者あり）今の時点では。 

 だから、我々は（「調べたものを活用できない」と呼ぶ者あり）まさしく、今までの国の調

査というのは、項目は一緒だから、できないことはないんですよ。ただ、基本的にはマンパワ

ーが足りないという話です。（「そういうのは、関係ないけれども、どこかに預託できないの

か」と呼ぶ者あり）そう、だから、委託して。 

 ただ、今そういう形だから、詳細調査もできないし、だから、結果が出るのが３年後ぐらい

なんですよ。どっちにしろ、今年度の条例改正によって、管理不全空き家の把握だけでも、来

年いっぱいかかってしまうということで、それだけ多いと見込んでいるということです。 

 例えば、これを広報して、自治会とかからもう上げてきてくださいとかという話になると、

管理不全空き家を見に行ったり、把握するだけでも大変な労力だと思う。（「委託できないの

か」と呼ぶ者あり）まさしく同じ話を言ったんですけれども、要するに委託をするにしても、

委託するためのいろいろな設計をしなければいけない。それを今年度中はもう無理だという話

で、やるならば来年度だと。 

 だから、もうこの委員会としては、どっちみち、やれる、やれないは別として、こういうこ

とをやるべきだということを明確に出しておいて、それを最短でやるようにという形でよろし

いですか。（「やりながらやるしかない。調査しながらも次の対策を立てて、どうせやる前に

結果は出ているんだから」と呼ぶ者あり）そういう方向性でよければ、その方向性でやってい

きたい。 

 もう間に合わないと言っているのに、どうにもならない。ただ、一つだけ我々がやれること

は、財政局にとってすごく重要な問題なので、予算化も含めて、人事の配置も含めてお願いし

たいということを言っていてもいいのかもしれません。（「予算と人事ができないのであれば、

取りあえず外注するように考える。方式も考えると」と呼ぶ者あり）今はそんな状況らしいで

す。 

 条例改正が行われた形で、管理不全空き家がどれだけ出てくるかということなので、横浜市

が先行してやっているので、横浜市の資料を次は出しますので、条例改正なども出しますので、

それと併せてまたち検討していきたい。 

 だから、ほかの政令市もかなりこの問題については真剣に取り組み始めたということだと思

いますので、よろしいでしょうか。何かありますか。（「結局、それをやらないと、住宅整備

計画から何から全部ぶつかってしまう。まちづくりとか」と呼ぶ者あり）横浜市が条例を、独
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自のものを何も盛り込んでいないで、単純に国の意向に伴う条例改正をしたのか、何かしらい

いものを加えているのか、調べてみますけれども、今のところそんな感じの説明を受けたので、

報告です。佐々木委員。 

○委員（佐々木友樹君） ぜひ情報共有ということで、いろいろネットで見る限りは、横浜市

はやはり結構調査していますね。2018年時点で２万200戸調査して、破損とかしている一戸建

ては6,400戸と、これは新聞報道にあるんですけれども、今回その特措法改正があってという

ことで、固定資産税の特例をなくすということで、固定資産税が６倍になるんですかね。 

 だから、そういう指導勧告を……（「差異は６倍ではなく、４倍です」と呼ぶ者あり）そう

いう中身も含めて、共有を図ったほうがいいと思いました。 

○主査（松坂吉則君） 多分向こうは先行して、かなり市で独自調査していると思います。小

松﨑委員。 

○委員（佐々木友樹君） 財政規模も違うから。でも、発見は自治会に委託して、同定は設計

士にしてほしい。 

○主査（松坂吉則君） さっき話したように、マンパワーのバランスと制度設計のバランスと、

そこに我々の考え方を組み込んでいくという考え方でやっていって、あと、施行する段階は、

また３年後ぐらいに都市建設委員会に戻ってきていただいて、継続してやっていってもいいで

すけれども、プロフェッショナルになっていただいて、ぜひ前向きにそういう方向で進めたい

と思うので、役所とあまりずれた方向で持っていっても、何もできないまま終わってしまうの

で、ちょっとその要望も要求も含めながらやっていきたいということを報告します。よろしい

ですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○主査（松坂吉則君） では、それでやっていきますので、よろしくお願いします。 

 それでは、今日はこれで終わりにしたいと思います。お疲れさまでした。 

 

午後２時３分散会 

 


